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『

後
撰
和
歌
集
』

注

釈

序
言

ー
巻
五

秋
上
（

1）

　
　
　
　
　
ホ

井
川

健
司

、

本
稿
は

研

究
会
活

動
に

よ

る

成
果
の
一

部
で

あ

る
。

、

本
研
究
会
は
、

井
川

健
司
・

井
川

裕
子
・

門
倉
浩
・

久
保
木
寿
子
・

実
川

恵

子
・

内

藤
明
・

吉
川

栄
治
の

七

名
で

構
成
し、

各
巻
分

担
方
式
に

よ

る

『

後
撰

集
』

全

巻
の

注
釈
を

目
標
と

す
る

。

、

注
釈
が

完
了
し

て

い

る

四

季
部
の

内、

春
上

〜
秋
中
の

六

巻
に

つ

い

て、

以

下

の

各
誌
に

順
次
発

表
し

て

ゆ
く

予

定
（

巻
号
は

未
定
）

。

巻 巻 巻 巻 巻

五 四 三 ニ ー

春
L
冖

久
保
木
寿
子

春
中
一

実

川

恵

子

春
下
…

吉

川

栄

治

夏
　
冖

内

藤
　

明

秋
上
一

井

川

健

司

『

白
梅
学
園
短
期
大

学
紀
要
』

『

文
教
大

学
女
子

短
期
大

学
部
研
究
紀

要
』

『

滋
賀
大

国
文
』

・
『

滋
賀
大
学
教
育
学
部
紀
要
』

『

早

稲
田

大

学
人

文
自
然
科
学
研
究
』

『

明
星
大
学
研

究
紀
要
　
ー
日

本
文
化
学

部
・

『

後
撰
和
歌
集
』

注
釈

井
川

健
司

＊

言

語
文

化
学
科

　
教
授

　
平
安
朝
文

学

巻
六

　
秋

中
一

門

倉
　

浩

【

底
本
】

【

表
記
】

【

勘
物
】

凡
例

言
語
文
化
学
科
1

』

『

古
代
研
究
』

（

早

稲
田

大
学
）

高
松
宮
旧

蔵
天

福
本
を

用
い
、

日

大

為
相
筆
本
に

よ

り

補
訂

。

な

お、

単

行
本
と

し

て

刊
行
の

際
に

は

定
家
自
筆
時
雨

亭
文
庫
本

に

差
し

替
え

る

予

定。
1
　
仮
名
遣
い

は、

底
本
の

表
記
を

改
め

歴

史
的

仮
名

遣
い

に

統
一

し
た
。

　
付
属
語
の

「

ん
」

「

ら

ん
」

「

け

ん
」

「

な

ん
」

は

「

む
」

「

ら

む
」

「

け

　
む
」

「

な

む
」

に

統
一
。

ま

た、
「

梅
」

は

「

う

め
」 、
「

馬
」

は

「

う

　
ま
」

を

用
い

る
。

2
　
送

り

仮
名

は、
「

給
（

へ

）

る
」

の

よ

う

に

通
行
の

送
り

仮
名

を

補

　あ
つ

Q3

　
踊

り

字
は

本
来
の

文
字
に

改

め、

底
本
表
記

は

右
括

弧
中
に

傍
記

。

4
　
漢
字
仮
名
表
記

は

原
則
と

し

て

底
本
の

ま

ま
。

た

だ

し、

付
属
語
の

　
漢
字
表
記
・

宛
字
・

異
体
字
・

固
有
名
詞
の

誤
字
や

宛

字
は

改
訂
し、

　
底
本
表
記
を

右
括
弧
中
に

傍
記
し

た
。

5
　
連

語
の

略
表
記

に

つ

い

て

は、

固
有
名
詞
と

し
て

略
表
記
の

定
着
し

　
た

も

の

（

「

寛
平
御
時
」

等
）

や

送
り

仮
名
の

省
略
が

慣
用
化
し

て

い

　
る

も

の

（
「

歌
合
」

等
）

を

除
き、

「

梅
（
の

）

花
」

の

よ

う

に

本
行
中

　
に

補
う

。

底
本
に

は

処
々

に

定
家

書
き

入

れ

の

勘

注
が

あ

る
。

当

該
箇
所
に

は

「

勘
」

記
号
で

位
置
の

み

を

示
し、

勘
物
本
文
は

直

後
の

「

勘
物
」

欄
に

示
す。

15

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



Meisei University

NII-Electronic Library Service

Meisei 　university

明

墨

大

学
姻
窺
紀

要
【

目

本

文

化
学
部
・
言

語
文
化
学

科】

第
七

号
　．
九
九
九

年

鬥

朱
注
】

　

底
本

に

は

行
威
筆
杰

に

よ

る

校
異

が

朱
で

書

き

込

ま
れ

て

い

る
。

当

該
箇
　

　

　

　

　

　
『

正

義
』

…

…

…

…
昇

蓮
？

『

後
撰
集
泥

義
』

　
　
　
　
所
に

は
「

朱．、

記

号
の

み

を

傍
記
し、
、．

朱
注
」

欄
に

そ

の

本
文

を

示

す。
　
　
　
　
　

「

抄
』

…

…

…

…

…
北
村
季
吟
『

後

撰

集
抄
』

【

校
盤ハ

】

　

底
本
と

は

系
統
の

異
な

る

代
レ

衣冖
的

伝
太
⊥
ハ楓
穂

に

よ

る

較
異

を

不

す。
　

　
　
　

　
　
　

　

　
　

『

雑
考
』

・
：・
：

：

：

：

契
沖
阿

契
沖
雑
老、
』

　
　
　
　
ー

　
本

文

当
該
位
置
に

番
号
を

傍
記
し、
、

校
異
一

欄
に

そ

の

本
文

を一．
小

　

　
　
　
　

『

口

訣
』

…

…

…

…

北
村
季
吟
『

後

撰
集
口

訣
」

　
　
　
　
　

す。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

、

増
抄
』

…

…

…

…

萩
原
宗
固

『

後
撰
集
増
抄
』

　
　
　
　
2

　

底
本
に

な

い

本
文
は

見
出
し

を

付
け

ず

「

○

○
ア

リ
」

と

す

る
。

　
　

　
　

　
　

「

つ

か

ね

緒
』

：

：

：

本
居
宣

長

『

後
撰
集

詞
の

つ

か

ね

緒
』

　
　
　
　
3
　
底
本
に

あ
っ

て

校
異
本
に

な

い

本
文

は

「

○
OI
ー
ナ

シ

」

と

す

る
。

　
　
　
　
　
　

道

麿
『

疑
問
』

…

…

田

中
道

麿
『

後
撰
集
疑
問
』

　
　
　
　
4
　
句
順
前
後
は
「

○
○
○
○
ー
○
○

○

○
上

（

下
）

ニ

ア

リ
」

の

よ

う
　
　
　
　
　
　

磯
足
『

疑
問
』

…

…

加

藤
磯
足
『

後
撰
集
疑
問
」

　
　
　
　
　
に

処
理

す

る
。

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

っ

新
抄
』

…

…

…

…

中
山
美
石
『

後
撰
集
新
抄
』

　
　
　
　
5

网

寓
典
】

〔

作
者
】

凹

諸

注
】

　
　
同
｝

異
文

内
に

お

け

る

校
異
諸
本
略

号
の

掲
出

順
は
、

底
本

と

の

親

　
疎
に

よ

る
。

序
列
は

次

項
参
照

。

6
　
諸
本
の

酪
号
は

次
の

通

り。

　
　
　
　
中
院
本

（

中）
・

承
保一、、
年
本
（
久
）

・

雲

州

本
（
雲
）

・

堀
河

　
　
　
　
本
（
堀
）

・

片
仮
名
本
（
片
）

・
二

荒
山

本
（
荒）

−

　

歌
集ハ
名

は
、

『

万
董ハ
』

『

古
A
フ

』

［
ロ」

ハ

帖
藍

　
の

よ
・
り

に

略

称
を

原
則
と

　
す

る
。

2
　
歌
合

名
は
、

原
則
と

し

て

『

歌

合
大

成
』

に

従
う

（
年
号
は

略）

が
、

　
寛
平
后

宮
歌
合
に

つ

い

て

は

通

称
に

従
う

。

3
　
『

後
撰
集
』

は
「．
本

集
江

と

記

す
。

『

後
撰
集
』

の

和
歌
作
者
に

つ

い

て

は、

刊
行

時
に

作
者
略

伝
を

付
す

予

定
な
の

で、

当

面

の

注
釈

対
象

と

は

し

て

い

な

い．、

詞
耄口
中
に

出
て

く

る

人
物
で

注
の

付
さ

れ

て

い

な

い

も

の

は

本
集
作
者
で

あ

る
。

参
考
と

し

た

注

釈
と

略
称
は

以

下
の

通

り
。

そ

の

他
の

歌

学
書
は

原
題
の

ま

ま

引

用
。

『

聞
書
注
』

…

…

…

藤
原
為
家
？

「

後
撰
集
聞

書
注
ユ

｝16

『

標
注
』

…

…

…

…

岸
本
由
豆

流
［、
後
撰
集
標
注
』

『

講
義
』

…

…

…

…

佐
佐
木
信
綱
『

後
撰
集
講
義
』

『

選
釈
』

…・・
…・
…

久

松
潜
一

『

八

代
集
選
釈
』

『

評
釈
』

：

…

…

…・
久

松
潜
一

削

八

代
集
評
釈
』

コ

秀
歌
」

∵

…

…
：

…

窪
田

空
穂
『

平

安
秀
歌
』

「

名

歌
選
釈
」

…

…

岸
上

慎
二

『

平

安
名
歌
選
釈
』

（

昭
三

九
・

七

『

国

文

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

学
』）

『

鑑

賞
L

…

…

…

…

杉
谷
寿
郎
『

後
撰
和

歌
集
』

〔
角
川

鑑
賞
日

本

古
典
文

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

学
7
所

収
）

『

全

釈
』

…

…

…

…

木
船
重

昭

『

後
撰

和

歌
集
全

釈
』

（
笠

問

占
典

注

釈
叢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

刊
13
）

『

大

系
」

…・
…・・
…

片
桐
洋
一

『

後
撰

和

歌

集
』

（

岩
波
新
日

本
古
典

文

学

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大

系
6

）

 
叢
書
』

…

…

…

…
工

藤
電

矩
『

後
撰
和

歌
集
』

（
和
泉
古
典
叢
書
3
）
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1

　
秋
上

　

 ．
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　

 

　
　
 
2

　
　
こ

れ

さ

だ

の

み
こ

の

家
の

歌
合
に

　
　
　
　

　

　
　
　
き

に

は

か

に

も

風

の

す

ず
し

く

な

り

ぬ

る

か

秋
立

り

　
　
　
　

　

よ

み

人

し

ら

ず

（

つ
）

日

と

は

む
べ

も

い

ひ

け

［
朱
注
］

　
1
哥
　
2
の

う
た

［
校
異
］

　
 
秋
−
秋
哥
（

久
雲
）

　
 
こ

れ

さ

だ

1
惟
喬
（

雲
）

　
 
歌
合
に

1
哥
合

の

哥
（

雲
片
荒
）

哥
会
（

堀
）

［
語

釈
］

　
○

こ

れ
さ

だ

の

み

こ

の

家
の

歌
合
　
是
貞
親
王

（

？

1
九
〇

七

？
）

は

光

孝
天

皇
第
二

皇

子、

母
は

班

子

女
王

。

宇
多
天

皇
の

同
腹
の

兄
。

当
歌
合
は

、

現
存

資
料
で

判
断
す
る

限
り

九
〇

首
以

上

の

秋
歌
か

ら

成
っ

て

お

り、

そ

の

う
ち

＝
ハ

首

が

『

菅
家
万

葉
』

に

採
録
さ

れ

る

こ

と

か

ら

（

当
歌
も

含
ま

れ

る
）

、

同
集
撰
進
の

寛
平
五

年
（

八

九

〇
）

九

月

以

前
に

催
さ

れ

た

こ

と

は

確
実
で

あ

る
。

　
　
○
に

は

か
に

も

　
物
事
・

状
態
が

生

起
し

た

り

変
化
し

た

り

す

る

場
合
に、

時
間
的
に

間
髪

を

入

れ

な

い

二

と

（

「

野
分
た

ち

て、

に

は

か

に

膚
寒
き

夕
暮
の

程
」

『

源
氏
』

桐

壷）
。

　
　
○
な
り
ぬ

る
か
　
『

増
抄
』

が

「

成
ぬ

る

か、

は

哉
也
」

と

註
す

る

よ

う

に、
「

か
」

は

終
助
詞
で

詠
嘆
を

表
わ

す

（

「

静
け
く

も

岸
に

は

波
は

寄
せ

け
る

か
こ

　
　
や

　
と

は

　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

ア

れ

の

屋

通
し

聞
き

つ

つ

居
れ

ば
」

『

万

葉
』

巻
七

伽
・
「

ふ

る

さ

と

を

峰
の

か

す

み

は

隔
つ

れ

ど

眺
む

る

空
は

同
じ

雲
井
か
」

『

源
氏
』

須
磨
）

。

　

　
○
む
べ

　
「

な

る

ほ

ど
」

と

納
得
す
る

気
持
を

表
わ

す
。

（

「

と

ど

め

あ
へ

ず
む
べ

も

と

し

と

は

い

は

れ

け

り

し

か

も
つ

れ

な

く

す
ぐ

る

齢
ぴ

か
」

『

古
今
』

雑
上

跚
）

。

当
歌
で

は、

上

句
に

示

ざ

れ

て

い

る

意
外
な

現
象
が

、

丁

度
秋
立

つ

日

に

あ

た

っ

て

生

じ

て

い

る

こ

と

に

思

い

至

り、

そ

の

点
（

秋
立
つ

日
）

に

対
し

て

な

る

ほ

ど

と

納
得
し

た

も

の

で

あ

る
。

［
訳］
　

　

　

是
貞
親
王

家
で

の

歌
ム
ロ

に、

『

後

撰
和
歌
集
』

注
釈

井
川

健
司

　
　

　
に

わ

か

に

ま

あ、

風
が

涼
し

く

な
っ

た

こ

と

よ
。

今

日

を

立

秋

と

は

よ

く

も

　
　

　
い

っ

た

も
の

だ
。

［

評
］

　
『

古
今
』

や

本
集
に

限
ら

ず、

当

時
に

あ
っ

て

「

立

夏
」

や

「

立

冬
」

の

語

が

詠
み

込
ま

れ

て

い

る

歌
は、

殆
ど

目

に

触
れ

る

こ

と

が

な

い

と

言
っ

て

よ

い
。

し

か

し

そ

れ

に

反
し、

当
歌
の

よ

う
に

「

立

春
・

立

秋
」

な

ど

は

『

万

葉
』

以
来
枚
挙

に

暇
の

な
い

程
数
多
く

詠
ま

れ

て

い

る
。

こ

れ

は

和
歌
史
的
に

見
て
、

少
な

く

と

も

歌
の

世
界
で

は、

人
々

の

待
ち

望
む

季
節
あ

る

い

は

様
々

の

情
緒
を

催
す
季
節
と

し

て

春
・

秋
が

捉
え

ら

れ

て

い

た

こ

と

の

反

映
と

み

ら

れ

る
。

当
歌
も、
「

人
々

の

待

ち

望
む

気
持
」

を

基
本
に

し

て
、

「

立
秋
」

が

捉
え

ら

れ

て

い

る
。

内
部
的
に

は
、

上

句
が

詠
嘆
の

「

か
」

で

終
止

し
、

「

に

は

か

に

も
」

と

呼
応
関
係
を

つ

く
っ

て

驚

き

の

気
持
を

も

表
出
し

て

い

る

点
が

注
意
さ

れ

る
。

　
　
　
　
題
し

ら

ず

　
　
ロ
れワ

瓣

　
う
ち
つ

け

に

物
ぞ

悲

　
　
へ

ば

（

し）

き
こ

の

は

ち

る

秋
の

始
（

め
）

　
の

を

け
ふ

ぞ

と

お

も

［

校
異］

　
 
け

ふ

ぞ

ー
け
ふ

（

久
雲
堀
）

［
語

釈］
　
○

う
ち

つ

け
に

　
ふ

い

に
。

「

に

は

か

な

り
」

が

単
に

時
間
的
に

急
で

あ

る

場
合
に

傾
く

の

に

対
し、
「

う

ち
つ

け

な

り
」

は

む

し

ろ

心

理

的
に

急

−
出
し

ぬ

け
・

唐
突
・

意
外

−
で

あ

る

場
合
が

主

で

あ

る

（

「

う

ち
つ

け

に

さ

び

し

く

も

あ

る

か

も

み

ち

葉
も

ぬ

し

な

き

宿
は

色
な

か

り

け

り
」

『

古
今
』

哀
傷
嬲
・

「

風

波
の

危
ふ

け

れ

ば

楫
取
ま

た

言
は

く

…

…
。

ま

た、

言
ふ

に

従
ぴ

て

『

い

か

が

は

せ

む
』

と

て

『

ま

な
こ

も

こ

そ

ふ

た

つ

あ

れ
。

唯
ひ

と
つ

あ

る

鏡
を

た

い

ま
つ

る
』

と

て

海17
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明
黒

大肱．丁
研
究

紀
要

【
口

本
文

化
学
部
・
諸

諳

文

化

学
科】

第
七

琴

　…
粍

九
九

年

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
ハに　
て

　

　
ヒ

に・嚇
ノ

ち
は

め

れ

ば
、

口

惜
し

。

さ

ら

ば
、

う

ち
つ

け

に

海
は

鏡
の

面

の

如广
な

り
ぬ

れ

ば
一
71
土

佐
』

二

月

五

目
・

−

（

若［
紫
ノ

）

昼
の

面

影
、

ρ
光
源

氏
ノ

）

心

に

懸
り
て

亦
心

し

け

れ

ば、
『

・

三
に

も
の

し

給
ふ

は

誰
に

か
。

た

つ

ね

聞
え

ま

ほ

し

き

夢
を

見

給

へ

し

か

な
、

今

日

な

む

思
ひ

あ

は

せ

つ

る
』 、

と

聞
え

給
へ

は、

僧
都
う
ち

笑
ひ

て
、

「

う

ち
つ

け

な

る

御
夢
語
り

に

ぞ

侍
る

な

る
。

…

…
。

』

」

『

源
氏
』

若
紫
）

。

　

　

0
こ

の

は

ち
る

　
秋

に

於
け

る

自
然
の

諸
現

象
の
一

つ

を

呈

示

し

た

形

で

あ

る
。

し

か

し、

こ

れ

が

秋
の

あ

り

ふ

れ

た
、

属
性
で

あ

る

ゆ

え、

果
し

て

当

句
に
一

景
と

し

て

の

意

味
性
が

賦
与

さ

れ

て

い

る

か

判
然
と

し

な

い
。

そ

こ

か

ら、

単
に

一

秋
」

を

引

き

出

す

為
の
、

回

性
の

枕
詞
と

し

て

の

働
き

を

し

て

い

る

に

す

ぎ

な

い
、

と

の

見
方
が

吋

能
と

な

る
。

こ

の

見

解
に

従
っ

た

場
含、

当
歌
は

「

こ

の

は

ち

る
」

景
に

よ
っ

て

悲

し

さ

が

生

じ

た

の

で

は

な

く、
「

立

秋
」

と

い

う

点

で

悲
哀
感
が

惹
き

起
こ

さ

れ

た

こ

と

に

な

る
。

こ

こ

に
、

右
の

見

解
に

従
っ

た

場
合
の

難
点
が

見
出

さ

れ

る
。

和
歌

の

世
界
で

は、

通

例、
「

太．
の

問

よ

り

も

り

く

る

月

の

影
見

れ

ば

心

づ

く

し

の

秋
は

来
に

け

り
」

（

『

古

今
』

秋
上

閣
）

二

わ

が

た

め

に

来
る

秋

に

し

も

あ

ら

な

く

に

虫
の

音
聞
け

ば

ま
つ

ぞ

か

な

し

き
L

（

66コ
ロ

8
−
−
）

の

よ

う
に
、

悲
愁
感
は

そ

の

季
節
の

景

物

に

触
発

さ

れ

た

り
、

あ
る

い

は

事
象
を

介
し

て

惹
き

起
こ

さ

れ

る

作
り

に

な

っ

て

お

り、

そ

の

点
か

ら

み

れ

ば

「

秋
」

の

み

で

如
上

の

情
締
を

引
き

出
す

と
の

解
釈
は

無

理

が

あ

る

と

い

え

よ

う。

従
ッ

て、

＝】
の

は

ち

る
L

ほ

秋
の

情
緒
を

引

き

出
す

役

目

を

多

少

と

も

荷
っ

て

い

る

と

考
え

る

方
が

妥
当

で

あ

る
．

す

な

わ

ち
、

一
こ

の

は

ち

る
L

は

意
味〜
が

賦
与

さ

れ

て

い

る

と

考
え

ら

れ
、

「

物
ご

と

に

秋．
ぞ

か

な

し

き

も

み
溜

っ

つ

つ

移
亀

ひ

ゆ ．
ぐ

を

訓
M

さ

朝

と
田
心

へ

ば
」

（

『

占
ヘ
ヲ

」

秋
土

纈）
、

と
い

う

歌
を

参
考
す

れ

ば、

も

の

の

哀
え

ゆ

く
こ

と

を

意
味
し

て

い

る、

と

み

ら

れ

る
。

　

　

○

秋
の

始
め

　
結
句
に

「

け

ふ
」

と

あ

る

か

ら

立

秋
の

目

を

指
す

。

［

訳］
　
ふ

い

に

も

の

悲
し

い

気
持

に

襲
わ

れ

ろ

こ

と

よ
。

木

の

葉

が

散
る

秋
の
、

そ

　

　

　
の

始
ま

り

が

今
日

な

の

だ

と

思

う
と
。

18

［

評
］

　

当

歌
は

立

秋
を

詠
ん

だ

と

い

う

よ

り、

立

秋
の

日

に、

秋
を

迎

え

た

感
慨
を

吐
露

し

た

体
の

も

の

で

あ

る
。

作
者
に

と
っ

て
一．
秋
」

と

は、

自
然
や

入

間
が

活
力

を

失
っ

て

衰
微
に

向
か

う

季
節
と

把
握

さ

れ

て

お

り、

華
や

か

な

季
節
と

み

な

し

て

い

な
い
。

従
（、
て

立

秋
肇、
あ

る

と

の

意
識
が、

此
の

衰
微
の

「

秋
」

と
い

う

観
念
を

通
じ

て

悲

哀
の

情
緒
を

突
然
喚
び

起
こ

す
こ

と

と

な

る
。

219

　

　

物
思

（
ひ
）

侍
（

り
）

け

る

こ

ろ、

秋・
V

（
つ
）

日、

人

に

つ

か

は

し

け

　

　

る

劃

　

　
　

　

　
　

　

 

　

　
　
慧

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
◎

た

の

め

こ

し

君
は
つ

れ

な

し

秋

風

は

け

ふ

よ

り
ふ

き

ぬ

わ

が

身
か

な

し

も

［

朱
注］
　
く

［

校
異］
　
 
秋

立

つ

日
−・
あ

き
つ

た

ひ

（
荒
）

　
 
入
に

ー
人

の

も

と

に

（

久

堀
片

荒
）

　一
 

た

の

め

こ
，
レ

ー

た

の

み

こ

し

（
久
堀

片

荒
）

た

の

め

し

（

雲）
　

 
つ

れ

な

し

；

つ

れ

な

く

へ

中
雲
嘱
）

　
 
か

な

し

も

ー

カ

ナ

シ

ナ

（

片
）

［
語

釈
］

　
○

物
思

ひ

　
「

物
思

ひ
旨

と

体一、．
口

に

解
す
、

へ

き

か

動
詞
の

連
用

形
と

み

な

す
べ

き
か

判
然
と

し

な

い

が
、

い

ず

れ

に

し

ろ
…

思

ひ
−

の

タ

ネ

は

歌
の

E
一
．

句
に

示

さ

れ

る
、

つ

れ

な

い

男
に

関
す
る

事
で

あ

る
。

　

　
○

た

の

め

こ
−

し

君

　
「

た

の

め

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

こ

．
丶

」

は
、

「

ず
っ

と

頼
り

に

思

わ

せ

る
・

今

ま

で

あ

て

に

さ

せ

る
」

意
〔、一

頼

め

来

し

．…
団

の

葉
八
厂

は

返
し

て

む

わ

が

身
ふ

る

れ

ば

置

き

所
な

し
L

『

古
A

，

』

恋
四

襯

ニー
頼
め

こ

し

春

立

ち

し

よ

り
主

同

椰凋
の

い

と

や

く

る

と

も

思

ひ

け

る

か

な
L

『

宇

津
保
』

春

口

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
も

詣
）

。
「

君
」

は

男
。

　

　
○

つ

れ

な
し

　
薄
情
で

あ

る
。

　

　
○
秋

風

　
秋

に

「

飽

き
」

を

か

け、

男

に

飽
き

ら

れ

た

意
を

き

か

せ

て

い

る。
　

○
も

　
係
助

詞
で

文

末
の

終
止

形
を

受
け

て

詠
嘆
を

表
わ

す

（
「

磯
か

げ

の

見

ゆ

る

池

水
照
る

ま

で

に

咲
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け

る

馬
酔
木
の

散
ら

ま

く

惜
し

母
L

『

万

葉
』

巻
二

十
娜
・
「

山
河

の

清
き

川

瀬
に

遊

べ

ど

も

奈
良
の

都
は

忘

れ

か

ね
つ

母
」

同

巻
十
五

翻
・
「

芦
辺

よ

り

雲
居
を

さ

し

て

ゆ
く

雁
の

い

や

遠
ざ

か

る

わ

が

身
か

な

し

も
」

『

古
今
』

恋
五

跚
）

。

な

お
、

終
助
詞

と

の

説
も

あ

る
。

［

訳
］

［
評］

語
っ

て

お

り、

男
が

疎
遠
に

な
っ

て

い

る

状
況
が

推
察
で

き

る
。

る

女
が、

　

ま

た、

「

か

な

し

も
」

し
、

『

古
今
』

で

は

比

較
的
古
い

歌
と

推
定

さ

れ

る

も

の

に

若
干

の

例
を

見
る

に

と

ど

ま

る

と
い

う

事
実
と

相
俟
っ

て、

詠
風
が

訥
訥
と

し

て

素
朴
で

あ

る、

と

い

う

印

象
を

与
え、

そ
の

点
に

古

躰
の

揺
曳
が

見
ら

れ

よ

う
。

22G

　

　

悩
み

ご

と

が

あ

り

ま

し

た

頃、

立

秋
の

日、

人
に

詠
み

送
り

ま

し
た、

頼
り

に

し

て

い

い

と

今
ま

で

私
に

思

わ

せ

て

い

た

あ

な

た

は、

冷
た

く

な
っ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
モ　　　モ

て

し

ま
っ

た
。

秋
風
が

今
日

か

ら

吹
き

始
め

た
。

あ

な

た

に

飽
き

ら

れ

た

わ

が

身
が

と

て

も

悲
し

い
。

　

　

　

　

　

　
わ
　
　し

初
句
「

た

の

め

こ

し
」

は

男
と

の

仲
が

以

前
か

ら
の

も

の

で

あ

る

こ

と

を

物

　

　

　

そ

の
、

相
手

の

男

を

「

つ

れ

な

し
」

と

み

な

し

て

い

る

と

こ

ろ

か

ら、

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

そ
の

よ

う
な

状
態
に

置
か

れ

て

い

　

　

　へ

　
「

立

秋
」

に

こ

と

寄
せ

て

我
が

身
の

嘆
き

を

男
に

訴
え

た

歌
で

あ

る
。

　

当

歌
は、

二

・

四
・

結
句
が

い

ず
れ

も

終
止

形
で

切

れ

て

お

り
、

結
句

　

　

　
の

「

も
」

の

用

法
（

語
釈
参
照
）

が

『

万
葉
』

に

頻
出
す

る

の

に

対

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ゆ

　
　

　　

　

　
お

も

ふ

こ

と

侍
（

り
）

け

る

こ

ろ

い

赴
し

く

物
思

（

ふ
）

や

ど

塾
の

葉
に

秋
と

つ

げ
つ

る

風
の

が
び

し

さ

［

校
異］
　
 
け

る

ー
ナ

シ

（

荒
）

び

し

さ

ー
か

な

し

さ

（

雲
）

 
こ

ろ

i
時
（

堀
）

　
 
荻
−
萩
（

久
）

　
 
わ

『

後
撰
和
歌
集
』

注
釈

井
川

健
司

［

語
釈］
　

○
い

と

ど

し

く
　
動
作
・

状
態
が

今
ま

で

以

上

に

甚
し

く

な

る

意
（
「

い

と
ど

し

く

過
ぎ
ゆ

く

方
の

恋
し

き

に

う

ら

や

ま
し

く

も

か

へ

る

波
か

な
」

『

勢
語
』

七

段
）

。
『

新
抄
』

は

「

初
句
い

と
ご

し

く

は

末
句
の

わ

び

し

さ

へ

か

け

て

心

得
べ

し
」

（

『

増
抄
』

も

同
意
見
）

と

す

る

が、
「

い

と

ど

し

く
」

は

連
用
修
飾
語
で

あ

る

か

ら、
「

物
思

ふ
」

に

か

か

る

と

み

る

べ

き

で

あ

る
。

　
　
○

風
の

わ

び
し
さ

　
「

わ

び

し

さ
」

は

「

や

る

せ

な

く

せ

つ

な

い

こ

と
・

心

細
く

頼
り

な
い

こ

と
」

で、

秋
の

初
風
に

作
者
が

如
上
の

よ

う

な

感
情
を

抱
く

と
い

う
の

で

あ

る
。

［
訳］

［

評
］

さ
・

心

細
さ

を

感
じ

た

も

の

で
、

た

歌
で

あ

る
。

沿
ワ

て

い

る

点
で

妥
当
な

の

で

あ

る

が、

は
一

見

荻
の

葉
が

物
思
い

人
に

擬
せ

ら

れ

て

い

る

よ

う

に

受
け

取

れ

る

が、

で

既

に

家
あ

る

じ

の

意
が

汲
み

と

れ

る

の

で

あ

る

か

ら、

荻
の

葉
を

主
人
と

解
す
る

必

要

は

な
い

。

風
が

擬
人
化
さ

れ

て

い

る

と

い

う
だ

け

で

よ

い
。

ま
た

、

「

物
思
ふ
」

は

そ

の

対
象
が

特
定
で

き

な
い

が
、

恋
の

悩
み

と

解
す

る

こ

と

も

不

可

能
で

は

な
い
。

そ
の

場
ム
ロ 、
「

秋
」

は

「

飽
き
」

を

掛
け

た

と

み

な

さ

れ

る。

　

と
こ

ろ

で
、

当
歌
に

あ

る

「

荻
の

葉
」

と

「

秋
風
」

と

は、

　

　

荻
の

葉
を

吹
き

出
つ

る

風
ぞ

秋
き

ぬ

と

人

に

し

ら

る

る

は

じ

め

な

り

け

る

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
（

『

躬
恆
集
』
）

　

　

荻
の

葉
ぞ

風
に

み

だ

る

る

お

と

す

な

る

も

の

思

ふ

ほ

ど

に

秋
や

き

ぬ

ら

む

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
（

『

山

田

集
』

）

　

　

悩
み
ご

と

が

あ

り

ま

し

た

頃、

い

よ

い

よ

物
思

い

に

沈
む

私
の
、

家
の

庭
に

茂
る

荻
の

葉

に

「

秋
が

来
ま
し

た

よ
」

と

告
げ
た

風

の

声
が

、

何
と

心

細
く

頼
り

な

く

感
じ

ら

れ

た
こ

と
で

し
ょ

う
。

悩
み

ご

と

に

う
ち

沈
む

作
者
が、

庭
先
の

荻
の

葉
を

渡
る

秋
風

に

せ

つ

な

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

繊
細
な

感
性
に

よ
っ

て

「

秋
の

淋
し

さ
」

を

捉
え

　

　

　
「

い

と

ど

し

く
」

は

「

わ

び

し

さ
」

に

か

け

た

方
が

感
情
の

流
れ

に

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

文

法
的

に

は

許
さ

れ

ま
い

。

ま

た
、

当

歌

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
「

や

ど
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明
星

大

学
研

究

紀

要

【

陵

本
文
化
学
部
・
言

譜

文

化
学
科
】

第
七

号
　一
九
九
九
年

　

　

荻
の

葉

の

す

ゑ

こ

す
風
の

音
よ

り

ぞ

秋

の

ふ

け

ゆ

く

ほ

ど

は

し

ら．
る

る

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
（

『

順
集
』
）

な

ど

で

明
ら

か

な

よ

う

に、

き

わ

め

て

強
隔

な

関

係
を

も
つ

こ

と

が

知

ら

れ

る
。

当

歌
は
、

こ

の

取

り

合

わ

せ

を

利
用

し

て

詠
作
さ

れ

た

も

の

で

あ

る
。

　

　

　

　

題
し

ら

ず

謝

　
秋
風
の

う
ち
吹
（
き

）

そ

む

る

ゆ

ふ

ぐ

れ

は

そ

ら

に

心

ぞ

わ

び

し

か

り

け

る

［

語
釈］
　

○
う
ち

吹

き
そ
む
る

　
「

そ

む
る
一

は

接
尾

語
「、
初
む
」

の

連

体

形
で
、

「

〜
し

始
め

る
・

初
め

て

〜
す

る
」

意
（「−
う

た

た

寝
に

恋

し

き

人

を

見

て

し

よ

り

夢

て

ふ

も

の

は

頼
み

そ

め

て

き
」

『

古
A

，

』

恋
慌

鶸
・
「

咲
き

初
め

し

宿
し

か

は

れ

は

菊

の

花
色
さ

へ

に

こ

そ

移
ろ

ひ

に

け

れ
」

同

秋
ド

躙
）

。

吹
き

始
め

る
。

　
　
○
そ

ら

に

心

ぞ

わ

び

し

か

り

け

る

　  ．
そ

ら

に
」

は、

さ

ま

ざ

ま

の

意
が

考
え

ら

れ

る
。

『

新

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ゆ

き

み

抄
』

は

こ

の

詞
を、

『

万
葉
』

巻
十
一

開

「

た

も

と

ほ

り

往
箕
の

里

に

妹
を

置
き

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ワも

巌
菷
土

は

踏
め

ど

も
」

や

同
巻
＋
二

蜘

・

吾

妹
子
が

蜜

岱
の

姿
見

て

し

よ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

2

こ
こ

ろ

モヒリトヒ
リ

つ
ら

り

情
空

有
地

は

踏
め一
ど

も
L 、

ま

た

『．
兼

輔
集
』

「

春
霞
立

ち
つ

る

方
を

な

が

め
つ

つ

そ

ら

な

る

恋
も

我
は

す

る

か

な
」

に

見

ら

れ

る

よ

う

に、
…．
す
ご

ろ

に

云
々

な

ど

い

ふ

に

も

や

」

近

く、

お

ち
つ

か

ぬ

意
あ

る゚

詞
な

り
一

と

規

定
し

、

「

う

わ
の

そ

ら
」

の

意
と

み

な

す
。

し

か

し

こ

の

意
が

適
合
す

る

の

は、

例
で

明
ら

か

な

如
く

恋
心

を

中

心

と

し

た

人

間
関

係
か

ら

引
き

出
さ

れ

る

心

情
の

場
合

が

主

で

あ

り、

当
歌
に

は

通

じ

に

く

い
。

　…

方、
『

増
抄
』

は

「

そ

ら

に

心

ぞ

と

は

何
と

な
く

佗
し

き

こ

 

う

な

り
」

と

の

｝

説

を

採
る

。

こ

れ

も

前

者
同
様、
「

そ

ら

に
」

が

形

容
動
詞

の

副
詞

的
用

法
で
、

そ
の

根
本

義
が

「．
意
識
の

明

確
さ

を

欠
く

状
態
一

と

し

て

把
握
さ

れ

て

20

い

る、

そ

の

範
囲
内
で

の

別
意
で

あ

る

が、

こ

の

意
の

用

例
と

し

て

は、
『

山

家
集
』

　

　

モ
　
　ち　　セ

上
「

そ

ら

に

い

で

て

い

つ

く

と

も

な

く

尋
ぬ

れ

ば

雲
と

は

花
の

見

ゆ

る

な

り

け

り
」

が

挙
げ

ら

れ

る

が
、

時
代
が

下

り

す

ぎ

る
。

し

か

し

『

実
方

集
』

に
、
、

清
涼

殿
御

前
の

す
」

き

を

む

す
び

た

る

を、

た

れ

な

ら

ん

と

い

ひ

て
、

な

い

し
の

命
婦
の

む

す

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
ヵ
　
　も
　　も

び

つ

け

さ

せ

け
る

　
ふ

く

か

ぜ

の

こ

 

ろ

も

し

ら

で

は

な

す
・
き

そ

ら

に

む

す
べ

る

人
や

た

れ

そ

も
」、

と

い

う

歌
が

あ

る
。

従
っ

て
、

当

歌
の

「

そ

ら

に
」

の

意
と

し

て

は
、

後
者
『

増
抄
』

の

採
る

「

何
と

い

う
こ

と

も

な

く
・

こ

れ

と

い

っ

た

理

由

も

な

く
」

が

適
当

し、

結
句
「
わ

び

し

か

り

け

る
」

を

修

飾

し

て

い

る

と

考
え

る

の

が

妥
当
と

思

わ

れ

る
。

更
に、
一．
そ

ら

に
」

は

名

詞

と

し

て

の

「

空
」

が

意
味
と

し

て

重

ね

ら
れ

て

お

り、

そ

の

場
合
の

「

に
」

は

格
助

詞
的
な
ニ

ュ

ア

ン

ス

を

も
っ

て

機

能
す

る
。

［

訳
］

　

秋
風

が

吹
き
始
め

て

い

る

こ

の

タ

暮
は

、

空

を

眺
め

る

と
い

う
と、

わ

け

も

　

　

　

な

く

心

淋
し

い

の

だ

よ
。

［
評
］

　

初
秋

の

そ

こ

は

か

と

な
い

哀
感
を、

夕
暮
の

空

に

着
口
し

て

表

わ

し

た

歌
で

あ

る
。

秋
の

到
来
を

風
に

よ
っ

て

感
知

す
る
、

と
い

う

発

想

は

『

古
今
』

秋
L
冒

頭

の

敏
行

の

歌
に

既
に

見

ら
れ

て

周

知

の

も

の

と

な
っ

て

い

た

と

思

わ

れ

る

が
、

初
秋

の

哀
感
を

暮
色

の

空
に

求
め

た

歌
は

珍
し

い
。

も
っ

と

も、

初

秋

と

限

ら

な
い

に

し

ろ

同
様
の

感
覚
は

本
集
秋
下

欄

「

お

ほ

か

た

の

秋
の

そ

ら
だ

に

わ

び

し

き
に

物

思

ひ

そ

ふ

る

君
に

も

あ

る

か

な
」

に

も

表
わ

れ

て

お

り、
『

古
今
』

に

は

見

ら

れ

な

い

表

現
素

材
と

し

て
、

注
目

し

て

よ

い

で

あ

ろ

う。
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を
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［

校
異］
　
 
大

江
千

里

1
ち

さ

と

（

荒）

［

語
釈
］

　
○

露

わ

け

し
た

も

と

　
「

露
分
く

」

・
は、

露
深
い

草
を

押
し

分
け

る

意

（

「

夏

草
の

露
分

け
衣

着
け

な

く

に

わ

が

衣
手
に

乾
る

時
も

な

き
」

『

万

葉
』

巻

十

脳
・
「

あ

さ

ま

だ

き

露
わ

け

き

つ

る

衣
手
の

ひ

る

ま

ば

か

り

に

こ

ひ

し

き

や

な

ぞ
」

ユ
『

拾
遺
』

恋
三

枷
）

だ

が、

最
終
的
に

は

こ

の

句
は

恋
愛
状
態
を

い

う
表
現
で

あ

ろ

う
。

『

古
今
』

恋
三

枷
の

業
平
歌、

　
　

秋
の

野

に

さ

さ

わ

け

し

あ

さ

の

袖
よ

り

も

あ

は

で

こ

し

よ

そ

ぴ

ち
ま

さ

り

け

る

で

は、
「

さ

さ

わ

け

し

あ

さ

の

袖
」

は、

秋
の

野

の

露
に

濡
れ

た

笹
葉
を
、°

押
し

分

け

て

濡
れ

て

し

ま
っ

た

袖
の

意
で

、

そ

の

恋
愛
状
態
を

後
朝
の

歌
と

限
定
し

な

い
。

当
歌
も

こ

れ

と

同
様
に

特
殊
な

状
況
を

詠
み

と

る

こ

と

は

し

な

い
。

　
　
○
秋
風
の

「

飽
き

」

を

掛
け

る
。

跚

［
語

釈
］

参
照

。

［
訳］
　
露
深
い

草
を

押
し

分
け

て

あ

の

人

の

も

と

に

通
っ

て

濡
れ

た

袂
を

ほ

す
ま

も

　
　

　

な

く、

ど

う

し

て

人

の

心

に

は
こ

ん

な

に

も

早
々

と

秋
風
が

吹
く

の

で

あ

ろ

　
　

　

う
か

。

［

評］
　
一

過

的
な

状
況
を

詠
っ

た

歌
で

は

な

く、

下

句
で

、

男
女

が

会
っ

た

ば

か

り

で

ま

も

な
い

の

に、

早
々

と

秋
風
が

吹
く

と
い

っ

た、

相
手
の

心

が

わ

り

を

訴
え

た

歌
で

あ

る
。

　

な

お、

当

歌
は

『

新
抄
』

に

「

又
思
ふ

に

此
作
者
の

歌
に

は、

詩
句
の

意
を

よ

ま

れ

た

る

も

を

り

く
見
ゆ

れ

ば
。

も
し

は

さ

る

事
な

ど

や

あ

る

歌
に

や

と

思
へ

ど
。

」

と

あ

る

が
、

無
用
な

憶
測
で

あ

る
。

女
の

も

と

よ

り、

　

　

　
　
　
　

ゆ

　

　

　
　
　
　

　

　

の
ホ

を　

　

　

　
　
　　

ふ

ん

月

ば

か

り

に

い

び

お

こ

せ

て

侍
（

り
）

け

る

『

後
撰
和
歌
集
』

注
釈

井
川

健
司

223

　
　
　
　

　

　
　

ゆ

　

秋
は

ぎ
を

色

ど

る

風
の

吹
（

き
）

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

よ

み

入

し

ら

ず

　
　
　
　
　

　

ロ

ぬ

れ

ば

ひ

と

の

心

も

う

た
が

は

れ

け

り

［

朱
注
］

　
の

た

う

ひ

冖

校
異
］

　
 
女

の

も

と

よ

り

ふ

ん

月

ば

か

り

に

ー
七

月
バ

カ

リ

ニ

女

ノ

モ

ト

ヨ

リ

（

片
）

　
 
お

こ

せ

て

ー
お

く

り

（

堀
）

　
 
の

ー
は

（

中
堀
片
荒
）

　
 
吹
き

ぬ

れ

ば

ー
は

や

く

と

も

（

堀
）

　
 
も

ー
ノ

（

片
）

［

語

釈
］

　
○
秋
は

ぎ
を
色
ど
る

風

　
「

色
ど

る
」

は、

紅
葉
さ

せ

る

意
（

「

い

と

は

や

も

鳴
き

ぬ

る

雁
か

白

露
の

色

ど

る

木
々

も

も

み

ち
あ
へ

な

く

に
」

『

古
今
』

秋
上

躙
・
「

風
寒
み

な

く

秋
虫
の

涙
こ

そ

く

さ

ば

色
ど

る

つ

ゆ

と

お

く

ら

め
」

本
集
秋
上

淵
・
「

う

ち

は

へ

て

蔭
と

そ

頼
む

峰
の

松
色
ど

る

秋
の

風

に

う
つ

る

な
」

本
集
秋
下

躍
・
「

紅
の

色

ど

る

山

の

梢
に

ぞ

秋
の

深

さ

は

ま

つ

知
ら

れ

け

る
」

『

恵
慶
集
』

。
「

も

み

ち

葉
の

色
ど

る

露
は

九
重
に

移
る

月

日

や

近
く

な

る

ら

む
」

『

実

方
集
』
）

。

萩
の

葉
を

色

づ

か

せ

る

秋
の

風
の

意
。

［
訳
］

　
　

女
の

と

こ

ろ

か

ら、

七

月

頃
に

言
っ

て

き

ま

し

た
、

　
　

　

秋
萩
を

彩
る

秋
の

風

が

い

よ

い

よ

吹
い

て

き

ま

し

た

の

で
、

あ

な

た

も

私
を

　
　

　
お

飽
き

に

な
っ

て

き

た

の

で

は

な

い

か

と、

お

心

が

疑
わ

れ

る

こ

と

で

ご

ざ

　
　

　
い

ま

す。

［

評
］

　
秋
風
が

吹
き、

萩
の

色
の

移
ろ
い

を

見

て

い

る

と
、

人

の

心
の

「

飽
き

」

や

「

移
ろ

い
」

を

連
想
さ

せ

る
。

そ

う
し

た

相
手
の

心

変
わ

り

を

問
う

贈
歌
で

あ

る
。

　

当
歌
は

、

『

大
和
』

百

六

十
段
に

、

　
　

お

な

じ

内
侍
に

在
中
将
住
み

け

る

時
、

中
将
の

も

と

に

詠
み

て

や

り

け

る、

　
　

　
　

秋
萩
を

彩
る

風
の

吹
き
ぬ

れ

ば

人

の

心

も

疑
は

れ

け

り

　
　

と

あ

り

け

れ

ば
、

返
し

　
　

　
　

秋
の

野
を

彩
る

風

は

吹
き

ぬ

と

も

心

は

か

れ

じ

草

葉
な

ら

ね

ば

21
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明
星
大

学
研

究
紀
要

〔
日

本
文
化
学
部
・
言
語
文
化
学
科】
第

ヒ

号
　．
九
九

九
甲

22

　

　

と

な

む

い

へ

り

け

る
。

・、
」

あ
h
．、
『

大

和
L

の

記
述
で

は、

染
殿
内
侍
の

詠
と

す

る
。

　

ま

た
、

一
、

六

帖」．
（

第
一
・

あ

き

の

風
）

で

は、

当

歌
の

八

首
あ

と

に

次
の

躙

歌
を

…
直

き、

本．
隹
木

の

よ
・
り

な
贈…
竺
口

歌
の

扱
い

を

欠
い

て

い

る
。

　

従
っ

て、
『

大

和
」

の

場
ム
ロ

で

は

当

歌
と

の

影
響
関

係
が

問
題
に

な

る

の

だ

が
、

お

そ

ら

く、

γ）
の

嬲

捌

の

「
秋
は

ぎ
−

歌
の

贈
答
が

、

歌
語
り

の

場
に

お

い

て、

染

殿

内

侍
と

在
中

将
と

の

ニ

ピ

ソ

ー

ド

に

結
び

つ

け

ら

れ

て

『

大

和
』

の

よ

う

に

語
ら

れ

た

も
の
、

と

見

る

の

が

穏
当

で

あ

ろ

う
。

225

　

　

源
昇

暫
鑑
新
脳
よ

・

け

る

瞬
に
・

ふ

ん

月

の

呼

吾
ば

蓼

　

　バ
ゆ

　

　

　
ねセ
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ゆ

　

　

　

　

　に
ゆ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

む

　

　
の
、

な

ぬ

か

の

日

の

れ

う

に

そ

う

そ

く

て

う

じ

て

と

♂

ぴ
つ

か

は

し

て

侍

　

　
〔

り
）

け

れ

ば

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

閑

院

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ゆ

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　コ
ほ

あ
ふ

こ

と

は

た

な

ば

た
つ

め

に

ひ

と

し

く

て

た

ち
ぬ

ふ

が

ざ
は

あ

え

ず
ぞ

あ
り

け
る
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　、
返

し

　

　

　
ぼ

　
　

　
　

　
　

　
　
　
ね

あ

き

萩
を

色

ど

る

風
は

吹

（

き）

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

在
蝋
業

平

朝
臣

ぬ

と

も

心

は

か

れ

じ

草
ば

な

ら

ね

ば

［

校
異
］

　
 
在
原
業
平
朝
臣
5
業
平
朝
臣

（

片
荒
）

　
 
を

ー
の

（
堀
）

　
吹
き

ぬ

と

も

ー
は

や

く

と

も

（

中
堀）

フ

キ

ヌ

レ

ト

（

片）

［
語

釈
］

　
○
心
は

か
れ

じ

　
「

か

れ

じ
」

は
、

「

離
れ

じ
」

と
一

枯
れ

じ
　

を

掛
け

る
。

○

草
葉
　

草

の

葉
（

「

武

蔵
野
の
臣
早

ば

諸
向
き

か

も

か

く

も

君

が

ま

に

ま

に

吾

ほ

寄

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
ド　
　

り

し

を
」
『

万
葉
』

巻
十

四

37
）

。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

3

［

訳］

　

　

返

歌、

　

　

　

萩
を

色
づ

か

せ

る

秋
風
が

吹
い

た

と

て、

私
の

心

は

あ

な

た

を

離
れ

る

こ

と

　

　

　

は

あ
り

ま

せ

ん
。

秋
風
に

枯

れ

て

し

ま

う
草
の

葉
で

は

あ

り

ま

せ

ん

か

ら
。

［
評｝
　

心

変
り

を

問
う

贈

歌
に

対
し

て、

そ

の

表
現

を

と
ッ

て

「

私
は

草
葉

で

は

な

い

の

で
朴

仙

（
離
）

れ

る

こ

と

は

な

い
「

と
、

掛
詞

で

き

り

か

え

し
f

丶

愛
の、
水

続
を

誓
っ

た

も

の

で

あ

る．、

門

校
異
］

　
 
の

ア

リ

（

中

荒
）

　
 
ま

か

り

ー
ナ

シ

（
中
片
荒
）

　
 
か

よ

ひ

け

る

ー

か

よ

ひ

け

る

か

（

荒
）

　

 
時
−

所
（

中
片
）

　
 
四、

五

日

i
五

H［
（
荒）
　
 
の

ー
に

（

中
堀

荒
）

ナ

シ

（

片
）

　

 
な

ぬ

か

の

冂

の
−
．

七

日

の

（
中
堀

荒
）

　

 
れ

う

に

旨
ナ

シ

〔

堀
）

 
そ

う

そ

く・
−

サ

ウ
ス

ク

（

片
）

 
い

ひ

つ

か

は

し
て

侍
り

け

れ

ば

ー

つ

か

は

し

た

り

け
れ

は

（

中
荒
）

の

給
ぴ

や

り

て

侍
け
れ

は

（

堀）

ノ

タ

ウ

ヒ

ケ

レ

ハ

（

片）

 
ひ

と

し

く

て

ー
を

な

し

く
て

（
堀

荒
）

 
わ

ざ

ー
こ

と

（

堀

片
）

［

語
釈］
　
○
れ

う
　

「

料
・

析
」。

あ

ら

か

じ
め
、

そ

の

用

に

あ

て

る

た

め

に、

は

が

ら
い

準

瞞
さ

れ

た

も

の

（

「

み

つ

か

ら

の

れ

う

に

は

三
A
［

の

米

お

ろ

し

て

食
ひ

つ

つ

」

『

宇

津
保
L

藤
原

料）
。

　

○
た

な
ば

た

つ

め

　
棚

機
つ

女
。

機
を

織
る

女
。

ぴ

こ

星

に

対
応

す

る

星

で
、

星

会

い

伝

説
の

場
合

に

は

織
女
（

し

ょ

く

じ

ょ
）

を

指
す

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
タ

メバ
ウ

ノメ

（

「

天

の

川

梶
の

音
聞
こ

ゆ

彦
星

と

織

女

と
A

，

夜

逢
ふ

ら

し

も
」

『

万

葉
』

巻

十
 
・

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

フロ

「

天

の

河
も

み

ち
を

は

し

に

わ

た

せ

ば

や

た

な

ば

た

つ

め

の

秋

を

し

も

ま
つ

」

『

占

　

　

　

　

　

　

　

　

　
あ

今
』

秋
上

踊
）

。
　

　

○
肖
ゆ
　

似

る
。

あ

や

か

る

意
ハ

「

た

な

ば

た

の

長

き

契
り

に

ぞ

肖
え

ま

し
」
『

源
氏
』

帯

木
）

。

門

訳］

　

源

昇
朝
臣

が

時
々

通

二
、

い

た

時
に、

七

月
の

四

五

日

頃
に
、

七

夕
の
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た

め
の

式
服
の

仕
立

て

を

と

い

っ

て

ま
い

り

ま

し

た

の

で、

　

　

　

あ

な

た

と

お

会
い

す
る

こ

と

は

織
女
と

同
じ

く

き

わ

め

て

ま

れ

で
、

裁
縫
の

　

　

　

方
は

と

て

も

た

な

ば

た

の

よ

う

に

ゆ

き

ま

せ

ん
。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
け

い
そ

［
評］
　
中

国

の

湖
南
・

湖

北
地

方
の

古

い

民

俗
を

記
し

た

『

荊
楚
歳
時
記
』

に

拠
る

と、

七

月

七

日
の

夜、

家
々

の

婦
女
が

糸
を

結
び、

七

つ

の

あ

な

の

あ

る

針
を

作
り、

庭
前
に

瓜

の

実
を

供
物
に

し

て

手
わ

ざ

の

上

達
を

祈
る
。

こ

の

よ

う

な

裁
縫
や

染
色

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
き

　
こ

う

で

ん

な

ど
の

技
工

の

上

達
を

祈
る

祭
り

を

「

乞
巧
奐
」

と

呼
ぶ

が
、

日

本
の

宮
廷

で

の

た

な

ば

た

祭
り

は

奈
良
朝
中
期
ご

ろ

に

行
わ

れ

た

ら

し

い
。

そ

れ

が

年
中

行
事
と

し

て

固
定
し

た

の

は

平
安
朝
に

な
っ

て

か

ら
の

よ

う

で

あ

る

（

『

延
喜
式
』

）

。

　

当
歌
は、

こ

う

し

た

風
習

を

ふ

ま

え

て

お

り、

男
か

ら

七

夕

の

仕
立

て

も

の

を

頼

ま

れ

た

際
の

女
の

返

歌
で

あ

る
。

年
一

度
と

い

う

星
会
い

の

伝
説
に

絡
ま

せ

て
、

遠

の

き

が

ち

な

男
へ

の

い

や

み

を

交
え

な

が

ら

も、

最
終
的
に

は

男
の

依
頼
を

受
け
て

い

る

歌
で

あ

ろ

う。

く

は

こ

こ

ろ、

気
持
の

意
と

し

て

用

い

ら

れ

た

が

（

「

思
ふ

そ

ら

安
け

な

く

に
、

嘆

く

そ

ら

安

か

ら
ぬ

も

の

を
」

『

万

葉
』

巻
四

謝
） 、

以

後
、

不

安
定

な

乱
れ

た

気

分

で

あ

る

心

理
状
態
を

い

う
場
合
に

も

用
い

ら

れ

る

（

「

た

な

ば

た

の

逢
ぴ

け

む

そ

ら

も

お

も

ほ

え

じ

別
れ

て

の

ち

の

心

ま

ど

ひ

に
」

『

亭
子

院
殿
上

人
歌
A
冂

』

．
「

星
ま

よ

ふ

ほ

ど

を

仰
ぎ

て

た

な

ば

た

の

安
き

そ

ら

な

き

雲
居
な

り

け

り
」

『

中
務
集
』

．
「

た

な

ば

た

に

心

を
か

し

て

天

の

河

う
き

た

る

空

に

恋
ひ

や

わ

た

ら

む
」

『

能
宣
集
』
）

。

［

訳
］

　
別
れ

に

臨
む

と、

天

の

河
を

渡
っ

て

帰
る

べ

き

道

が

わ
か

ら

な

く

な

る

ほ

ど

　

　

　

に
、

心

が

乱
れ

て

し

ま

う
。

も

う
こ

れ

き

り

と

思
う

別

れ

で

は

な
い

の

に
。

［

評
］

　
〇
七

夕
の

後
朝
の

心

を

詠
ん

だ

も

の

で、

年
に
一

度
の

逢

瀬
を

約

束
し

な
が

ら

も、

別
れ

に

臨
む

と

そ

の

悲
し

み

で、

帰
路
を

も

見
失

っ

て

し

ま

う

ほ

ど

動
揺
し

て

し

ま

う

と

い

う
心

理

的
な

状
況
を

詠
ワ

て

い

る
。
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ゆ

　

　

題
し

ら

ず

天

（

の
）

河
渡
ら

む

そ

ら

も

お

も

ほ

え

ず
た

え

ぬ

別

か

ら

　

　

　

　

 

　

　
　

　

 

　

　

　

　

よ

み

び

と

も

（

れ
）

と

思
（

ふ
）

も

の

［

朱
注］
　
し

ら

す

［

校
異］

 
題
し

ら

ず
ー
た

い

よ

み

ひ

と

し

ら

す

（
荒
）

 
よ

み

び

と

も

ー
ナ

シ

（

荒
）

［

語
釈
］

　
○
渡
ら

む
そ

ら
も
お

も
ほ

え

ず

　
「

渡
ら

む

そ

ら
」

は、

天

の

河

と

の

関

係
か

ら
で

て

き

て

お

り
、

帰
ろ

う

と

し

て

通
っ

て

行
く

空
。

名
詞
「

そ

ら
」

は、

古

22了

　

　

　

　
の
　　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　

　
　

　

　

あ

め

ふ

り

侍
（

り
）

け
れ

ば

ま
で

雨
ふ

り

て

水
ま

さ

り

け

り

天
（
の
）

河
こ

で

　

　

　

卸
正

筑
前
守

麟
鵁
騨

子

　

　

　

　

　

　

　

こ

よ

ひ

は

よ

そ

に

こ

ぴ

む

と

や

見

し

［

校
異］

　
 
ふ

ん

月

ー
ふ

月

（

雲
）

七

月

（

中
久
堀
片
荒）

 
の

ー
ナ

シ

（

中
久

堀
荒
）

　
 
に

ー
ナ

シ

（

中
久
雲
堀
片
）

の

（

荒
）

 
ゆ

ふ

か

た

ー
よ

さ

り

か

た

（

雲

堀
）

ヨ

サ

リ

（

片
）

く

れ

つ

か

た

（

荒
）

　
 
ま

で

こ

む

ー
ま
た

こ

ん

（

雲
）

コ

ム

（
片
）

 
い

ひ

て

侍
り

け

る

に

ー
い

ひ

お

く

り

侍
り

て

（

雲
）

の

給
ひ

お

く

り

て

（

堀
）

イ

ヒ

オ

ク

リ

テ

侍
リ

ケ

ル

ヲ

（

片
）

い

ひ

は

へ

り

て

（

荒
）

 
の

ア

リ

（

中
久

雲
堀
片
）

　
 
ふ

り

侍
り

け
れ

ば

ー
ふ

り

侍
れ

は

（

中
）

ふ

り

け
れ

は

（

久
）

『

後
撰

和
歌
集
』

注
釈

井
川
健
司
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明
星

大

学
研
究
紀
妻

【

日

本
文

化

学
部
・
一．一口
語
文
化

学
科
M

第
七

擘
　
皿
九

九
九
年

い

た

づ

ふ

り

け

れ

は

（

堀
片り

）

　

 
み

つ

か

ら

は

ア

リ

（

中−
久

雲
堀｝
片
荒）
　

 一
ま

で

こ

で

I
−

え

ま

う

て

こ

て

（

堀
峠）
　
 
中
正

…

長
方
（

雲
）

　
 
二

ひ

む

ー
コ

匕

シ

（

片
）

［
語

釈］

　
○

ま

で

こ

む

　
「

ま

で

く
」

は

「

ま

う

で

来
」

と

同

じ
。

「．
や

っ

て

く
る
」

意
（
「

男
の

た

だ

な

り

け
る

時
は
つ

ね

に

ま

う

で

き

げ

る

が
、

も

の一
蕭

ひ

て

後
は
、

か

ど

よ

り

わ

た

れ

ど

ま

で

こ

ざ

り

け

れ

ば
」

本
集
恋
六

瞞

詞
書）

と、
「

訪
問
す

　

　

　
　
　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　
　
　

　

　

　

　
　
　

　

　

　
ヘ
　

　ヤ
　
　

マ

る
．

行
く

」

意

（

「

ひ

さ

し

う

と

は

ざ

り

け

る

人

の

思

ひ

い

で

て
、

こ

よ

ひ

ま

う

で

こ

ん
。

か

ど

さ

さ

で

あ

ひ

ま

て

と

申
し
て

ま
で

こ

ざ

り

り

け

れ

ば
一

本
集
恋
六

鵬

詞

書
）

の

両

方
に

用
い

る
。

こ

こ

の

場
合、

後
者
の

意
と

と

る
。

詞
書
は

、

女

の

立

場

か

ら

脅
か

れ

て

い

る

と

も

解
釈
し

う

る

書
き

方
に

な
っ

て

い

る

が
、

作
者
表
記
に

従

い

男
か

ら

女

の

所
へ

行
く

意
と

解
釈

す
る。

そ

の

場
合、
［

ゆ

ふ

が

た

ま

で

こ

む
」

の

部
分

を

直

接
話
法
に

よ

る

中
正

の

言

と

み

て、
「

ま

で

く
」

に

謙
退
の

意
識
を

よ

み

と

る

こ

−．」
も

吋

能
で

あ

る

が、

後
に

地

の

文
で、
「

ま

で

二

で
」

と

説
明

が

加

え

ら

れ

る

乙

と

か

ら、

特
に

こ

の

部
分
に

直

接
的
謙
退

の

意
識
を

み

る

必

要
は

な

い

と

判
断
さ

れ

る
。

　
　
○
よ

そ

に

こ

ひ

む
　
「

よ

そ

（

余

所
）

に
」

は

「

離
れ

た

所
で
一

の

意
で

コ

こ

ふ
」

に

係
る
。

距
離
的
に

離
れ

て

い

て

直

接
相
見
る

こ

と
が

で

き

な

い

場
合
に、

想

い

の

切

実
さ

を

強
調

し

て

用
い

る

（冖

い

つ

し

か

も

み

む

と

お

も

ひ

し

あ

は

し

ま

を

よ

そ

に

や

恋

ひ

む

ゆ

く

よ

し

を

な

み
」
「

万

葉
』

巻

十
五

 
・

「

よ

そ

に

　

　

　
　
　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　
　
　

　

　

　

　
　
　

き

の

み
亦
心

ぴ

や

渡
ら・
む

自
山

の

ゆ

き

見
る

べ

く

も

あ

ら

ぬ

我
が

身
は
」

『

占
今
』

離甲
別

柵
）

。

［
訳］
　
　

七

月

七

日

に、

夕

方

行

く

旨
を

伝
え

て

あ

り

ま

し

た

の

に
、

雨

が

降
り

　

　

　
　

ま

し

た

の

で

行
か

ず

に、

　

　

　
こ

の

雨
で

大

の

河
の

水
が

増
え

て

し

ま

い

ま

し

た．、

七

夕
の

今

宵、

お

会
い

　

　

　
で

き

ず
に

こ

う
し

て

離
れ

た

所
で

あ

な

た

を

恋
い

慕
う
こ

と

に

な

ろ

う

と

は
、

　

　

思

い

も

し

ま

せ

ん

で

し

た

よ
。

124

［

評］
　
次
歌
と

共
に
、

七

夕

に

寄
せ

た

恋
の

応

酬
。

雨

ゆ

え

に

約
朿
を

反

古
に

し

た

男

の
、

書
い

訳

の

歌
で

あ

る
。

『

新

抄
』

に

「

二

よ

ひ

は

と

い

ふ

に

カ

あ

り、

二

星

だ

に

逢
，

鋤

−・
」

い

ふ

夜
な

れ

ば
こ

よ

ぴ

は

必

と

思
ひ

つ

る

に

と
い

ふ

意

な

り
L

と

す

る

が、
コ

ま

さ

か

よ

り

に

よ
っ

て

今
宵
L

と、

心

外

な

素
振
り

を

強
調
し

て

示
し

た

も

の
。

次

歌
に

つ

い

て

『

抄
』

が
、
、

七

夕
に

な

り

て

の

返

し

な

り．一

と

記

す

よ

う
に、

当
歌
も

牽
牛

星

の

立

場
に

身
を

置

い

て

の

詠
と

見
微
さ

れ

る
。

228

　

　

返

し

　
　
　−
　
　
　
　

　

　
　
　
　
　

　

　
　
　
　

よ

み

人

し

ら

ず

　

　

　
　

　

　

ぼ　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

の

水

ま

さ

り

浅
き
瀬
し

ら

ず

な

り

ぬ

と

も

あ

ま

の

と

渡
る

舟
も

な

し

や

は

［
校
異
］

　
 
し

ら

ず
ー
も

な

く

（

荒
）

　
 
も

ー

は

（

中

久

雲
堀
片
荒
）

［
語

釈
］

　

○
あ

ま

の

と

　「．
と
」

は

「

戸
」

あ

る

い

は

「

門
」

で
、

川

や

海
の

両

岸

が

追
っ

て

い

る

所
を
子 ．口
う。
「

あ

ま
の

と
」

は、

天

空

を

海
に

見

た
て

71甲
例

（

「

秋
風

に

声
を

ほ

に

あ

げ

て

く

る

舟
は

あ

ま
の

と

渡
る

雁
に

ぞ

あ

り

け

る
」

『

古
今
』

秋
L

跚
）

、

或
い

は

銀
河

を

川

に

見

立

て

て

天

の

川
の

川

戸
の

意
で

用
い

る

例
（

「

織

女
の

あ

ま

の

と

わ

た

る
こ

よ

ひ

さ

へ

を

ち

方
人
の

つ

れ

な

か

る

ら

む
」

本

集
秋
上

嬲
）

が

あ

る

が
、

当

歌

は

後
者
に

当

た

る
。

　

○

渡
る

舟
　
大

の

川

を

問
に

し

た

二

星
の

逢

会
に

っ

い

て

は
、

そ

の

渡
川
の

方
法

が

様
々

に

考
え

ら

れ

て

い

る
。

『

白

孔

六

帖
』

　

　

　
　
　

　

　

　

　
　
　

　

　

　

　
　
　

　

　

　
う
づ

めラ

鵲

部
所
引
の

『

准
南
子
』

佚
文

と

す

る

条
等
に、
「

鳥
鵲
嗔
レ

河

成
レ

橋
渡
二

織
女一
」

　

　

　
　
　

　

　

　

　
　
　

　

　

　

　
　
　
あ

げ

テ

セ

で
な

プ

　

は

ス

と、

鵲
橋
を

通

じ

て

の

渡
川

が

語

ら

れ

た

り、
「

聳
レ

轡
　
鶩．一
前
蹤一
」
（

『

文
選
』

巻

　

　

　
　
　

　

　

　

　
　
　

　

　

　

　
　
　
そ

ワ
ア

｝、
十

コ

七

月

七

日

夜
詠

牛
女一
L
）

・
「

竜
駕

凌
レ

霄

発
」

稿
玉

台
新
詠
」

巻一．、
「

詠

牛
女
」
）

等
々
、

織
女

星

が

仙
車
を

馳

せ

て

渡
る

例
も

少

な

く

な

い

が
、

船
に

よ

る

渡
川
の

例
は

本
朝

に

の

み

固
有
の

も
の

と

思

わ

れ

る．、

即

ち、

漢

詩

文
で

は

「

霊
姿

N 工工
一Eleotronio 　Library 　
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理

雲
髴
　
仙
駕
渡
横
流
L

の

句

に

次
い

で、

「

窈
窕
鳴
衣
玉

　
玲
瓏
映
彩
舟
」

と

並

記
さ

れ

る

例
（

『

懐
風

藻
』

五

言
「

七

夕
」
）

が

見
え

る

が、

和
歌
に

お

い

て

は

枚
挙

に

暇
の

無
い

程
で

あ

る

（

「

ひ

さ

か

た

の

天

の

川

瀬
に

舟
浮
け

て

今
夜
か

君

が

我
が

り

来
ま
さ

む
」

『

万

葉
』

巻
八
…
…

・
「

天

の

川
浮
津
の

波
音
さ

わ

く

な

り

我
が

待
つ

君

し

舟
出
す

ら

し

も
」

同

囲

等
）

。

［
訳］
　

　

返

歌、

　

　

　
こ

の

雨

で

増
水

し、

渡
れ

そ

う
な

浅
瀬
が

わ

か

ら

な

く

な

っ

て

し

ま
っ

た

と

　

　

　
し

て

も、

天

の

川
を

渡
る

舟
ま

で

も

な
い

こ

と

が

あ

り

ま

し
ょ

う

か
。

［

評
］

　
牽
牛
星

を

気
ど
っ

て

言
い

訳
を

し

て

き

た

男

に

対
し

て、
「

熱
意
の

な

さ

は

見
え

見
え

で

す
」

と

皮
肉
っ

た

も

の
。

『

新
抄
』

は

「

七

夕

に

な

り

て

の

返

し

な

り
」

と

す
る

。

2Z9

　

　
 
 

　

　

 

　

　

　
　

　
　．
 

　

　

七

日、

女

の

も

と

に

つ

か

は

し

け

る

織
女
も

あ

ふ

よ

あ

り

け

り

天

（

の
）

河
こ

の

渡
（

り
）

　

　

　
　

　

　

　

　
　

藤
原
兼
三

に

は

わ

た

る

せ

も

な

し

［
朱
注
］

　
な

ぬ

か

日

に

［
校
異］
　
 
七

日

1
七

月
（
中
）

七

月

七

日

（

久
雲
片
）

を

な

し

ぴ

（

堀
）

　
 
女

の

も

と

に

i
女
に

（

堀
）

女
ノ

モ

ト

へ

（

片
）

 
つ

か

は

し

け

る

ー
ナ

シ

（

荒
）

 
藤
原
兼
三

−
藤
原
兼
三

朝
臣
（

中
久
）

か

ね

み

（

荒
）

［

語
釈］
　
O
織
女
　
一

般
に

機
を

織
る

女
（

神
）

（

「

天

照
大

御
神、

坐．

忌
服
屋「
而、

令
レ

織
二

神
御
衣一
之

時、

穿一
其
服
屋
之
頂ハ

逆
二

剥
天

斑
馬一

剥
而、

所
二

堕
入一
時、

天

服
織
女
見

驚
而、

於
レ

梭
衝
二

陰
上
｝
而
死
」

『

古

事
記
』

上
）

、

あ

る

い

は

『

和
名

類
聚

抄
』

巻
一

に

「

兼
名
莞
注
云

、

織
女
和
名

太

奈
波

太
豆

女

牽
牛
疋
也
」 、

同
抄

『

後

撰

和
歌
集
』

注
釈

井
川
健
司

『

箋
注
』

に

「

或
省
云、

太

奈
波
太
」

と

す
る

よ

う
に、

七

夕
伝

説
に

因
ん

だ

織
女

星
を

言
う

（

「

天
の

川
霧
立

ち

上

る

織
女

の

雲
の

衣
の

反
る

袖

か

も
」

『

万

葉
』

巻
十

鵬
）

。

但
し、

漢
詩
文
で

は

例
え

ば

『

本
朝
文
粋
』

巻
八

詩
序
「

七

夕
代
二

牛
女一

惜
二

　暁
更
過

応
レ

製
」

の

題

に

見
る

よ

う
に、
「

七

夕
」

は

「

七

日

の

夕
」

を

指
し、
「

牛

女
」

が

二

星
を

指
す

と

截
然
と

示

さ

れ

る

の

に

対

し、

和
文

に

見
る

「

た

な

ぼ

た
」

は、

織
女
星

の

み

を

指
す
場
合
の

他
に、

二

星
を

意
味
す

る

場
合
（

「

天
の

原
を

ち

こ

ち

に

住
む

た

な

ば

た

も

わ

が

ご

と

物
を

思

ふ

ら

む

か

も
」

『

好
忠
集
』
） 、

更
に

は

七

月

七

日

乃

至

そ

の

行
事
を

指
す
場
合
（

「

た

な

ば

た

は

明

日

ば

か

り

と

思

ふ
」

『

蜻

蛉
日

記
』

上
・
「

桂
の

み

こ
、

七

夕

の

こ

ろ

し

の

び

て

人
に

あ

ひ

た

ま

へ

り

け

り
」

『

大

和
物
語
』

百
十
四

段
）

等、

多
様
な

意
味
を

包

含
す

る。
ア）
こ

は、
「

織
女
」

で

以
っ

て

二

星
を

示
し

た

も
の
。

　
　
○

こ

の

渡
リ

　
こ

こ

で

の

「

渡
り
」

は、
「

う
づ

ま

さ

わ

た

り

に

大
輔
が

侍
り

け

る

に

つ

か

は

し

け

る
」

（
当

集
恋

四

脚
）

の

用

例
が

示

す

「

辺

り
」 、

即
ち

漠
然
と

し

た

地
域
を

示
す

意
味
で

用
い

ら

れ

て

い

る
。

第
三

句
「

天

の

河
」

の

縁
で

「

獲
し

場
」

の

意
（

「

狛
山
に

鳴
く

ほ

と

と

ぎ
す

泉
川

渡
り

を

遠
み
こ

こ

に

通

は

ず
」

『

万

葉
』

巻
六

鰡
）

と

解
し

た
い

と
こ

ろ

で

あ

る

が
、

続

く

結
句
の

「

わ

た

る

せ
」

と

重

複
す

る

の

で

採
ら

な

い
。

近

称
の

代
名

詞
「

こ

（

の
）

」

に

よ

り、
「

渡
り

」

が

詠
作
主
体
に

と
っ

て

身
近
な

場

所
で

あ

る
ア）
と

が

示

さ

れ

る
。

「

自
分
の

ま

わ

り
」

の

意。
　

　
○
わ

た

る
せ

　
『

万

葉
』

に

は

「

渡
り

瀬
」

と

い

う
語
が

見

ら

れ

る

（
「

泉
川

渡
り

瀬
深
み

わ

が

背
子
が

旅
行
き

衣
濡
れ

ひ

た

む

か

も
」

巻
十
三

郡
・
「

天
の

川

渡
り

瀬
深
み

舟
浮
け

て

漕
ぎ

く

る

君
が

梶
の

音
聞
こ

ゆ
」

巻
十
 
）

。

河
を

渡
る

の

に

適
当
な

浅
瀬
を」＝
口

う
の

で

あ

る

が
、

当

歌
で

は

女

と

の

「

逢
ふ

瀬
」

の

意
味
が

掛
け
ら

れ

て

い

る
。

［

訳］
　

　

七

日、

女
の

所
へ

遣
っ

た、

　
　

　

あ

の

七

タ
の

二

星

で

も

相
逢
う
夜
が

あ
っ

た

の

で

す
ね
、

今
宵
が

ま

さ

に

そ

　
　

　

の

時
で

す
の

に、

こ

の

辺
り

に

は

天
の

川
を

渡
る

浅
瀬
も

見
当
た

ら

ず、

お25
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明

星
大
学

針

究

紀
要
【
日

本
文
化
学
部
・
．

肖

詒

文
化

学
科
】

第
七

号
　
．

九
九
九
年

　

　
　

会
い

す
る

こ

と

も

叶
い

ま

せ

ん
。

鬥

評］
　
相
逢
う
こ

と
の

叶
わ

な

い

女

と

の

関
係
を、

た

も
の

。

L30

　

　
　

　

へ
おゴ
　
　

つ

か

れ

に

け

る

を

と
こ

の
、

て

侍
（

り
）

け

る

　

爭
ゆ

七

夕

の．
一
星

に

比
べ

て

慨
嘆
し

七

巨

の

よ
、

ま

で

き

た

り

け

れ

ば、

女

の

よ

み

け

b
ひ

ぼ

し

の

ま

れ

に

あ
ふ

よ

の

と

夏

は

打
　

ち
）

は

ら

へ

ど

も
つ

ゆ

け

か

り

［

朱
注
］
　
よ

み

人
し

ら

す

［
校
異］
　

 
の

ー

ナ

シ

（

雲〕
　
 ）
七

日

の

よ

1
七

日

よ

（
山
−

）

七

月

七

日

の

よ

さ

り

（

雲）

七

夕

に

（

堀
）

七

月
七

日

ノ

ヨ

（
片
）

　
 
女

の

よ

み

て

侍
り

け

る

…

ナ

シ

（

中
久

荒
）

女
の

よ

め

る

（
雲
片
U

女

の

よ

め

り

け

る

（

堀
）

　

 
よ

み

人

し

ら

す
ア

リ

（

中
久

雲
片

荒）

［

語
釈
］

　
0
ひ

こ

ぼ

し

の

　
「

ぴ

こ

ぼ

し
−

は
、

牽

牛

星
。

『

和
名
類
聚
抄
』

巻
，

に

「

牽
牛
和
名

比

古
保

之、

＝
耳

以

奴

加
比

保
之
」

と

す

る
。

『

万
葉
』

で

は
、

孫
星、

男

星、

牽
牛、

彦
星

等
と
記
さ

れ

る
。

漢
籍
に

は

黄

姑、

河
鼓
と

も

（

「

東
飛

伯
労
西

飛

燕
　

黄
姑

織
女
時
相
見
」

『

玉

台
新一
詠
』

巻
九）

。

−
ぴ

こ

ぼ

し
の

L

を

主
格
と

と

り

全
体

を

比

喩
歌
と

考
え

る

場
合
と、

枕
詞

的
に

「

ま

れ

に

あ

ふ

よ
」

を

導
く

と

み

る

場
合

と

が

考
え

ら

れ

る

が、

こ

二

は

後
者
と

し

て

解

す

る

〔

「

評］

参
照）

。

0
と

こ

夏

　．

常
夏
の

花
（

撫
予

）

」

で

あ

る

（
黜

参
照）

。

こ

こ

は
「

床
」

の

意
を

、
不

す

た

め

の

措
辞

（
「

ぢ、
り

を

だ

に

す

ゑ
ー
，

｝

と

そ

思

ふ

さ

き

し

よ

り

い

も

と

我
が

ぬ

26

る

と
こ

夏
の

花
」

『

古
A

ノ

』

夏
胼
）

。

　
　
○

打

ち

は

ら
へ

ど

も

　
「

打
ち
」

は

接
頭
語

。

床
を

払
う

と

は、
「

ま

神
9

ち
床
う

ち

払

ぴ

君

待
つ

と

居
り

し

問

に

月

傾
き

ぬ
」

（

『

万

葉
』

巻
十
一

蠏
） 、
「

妹
と

あ

れ

と

　
手

携
は

り

て

　
朝
に

は

　
庭
に

出
で

立

ち

夕

に

は

　
床
打

ち
払
ひ

　
白
た

へ

の

　
袖
さ

し

交
へ

て

　
さ

寝
し

夜
や
 
（

同
巻
八

ヨ麗）

等
に

見
る

よ

う

に、

共

寝
の

床
を

整
え

る

有
為
で

あ

り、

相
手
の

訪

れ

が

な

’

時
は、

空

悶
を

嘆
く

行

為
と

な

る

（
「

夕
さ

れ

ば

人
な

き

床
を

打
ち
払
ひ

嘆
か

む

た

め

と

な

れ

る

我
が

身
か
」

「

古
今
』

恋
五

陥
）

。

】

方
で

孤

閨
に

積
も

る

塵
や
、

塵
を

払
う

行
為
が

詠
じ

ら

れ

て

い

る

（
当
集
磁

参
照
）

こ

と
か

ら、

具

体

的
に

は

塵
な

ど

を

払
っ

て

床
を

整

え

る

こ

と

と

理

解
さ

れ

る
。

猶、
「

露
（

け

し
）

」

と

共

に

「

と

こ

夏
」

に

寄
せ

た

表
現
を

成
す

。

　
　

○
つ

ゆ

け
か

り

け

り
　．．
露
け
し
L

は

「

露
に

ぬ

れ

て

い

る
」

意
で

あ

る

が、

同

時
に

「

涙
に

ぬ

れ

て

い

る
」

状
況

を

示
す

場

合

が

多

い

臼
独
り

ぬ

る

床
は

草
葉
に

あ

ら

ね

ど

も

秋

く

る

宵
は

つ

ゆ

け

か

り

け

り
L

『

古

今
』

秋
ヒ

珊
）

。

当

歌
も

常
夏
に

置

く

露
の

イ

メ

ー

ジ

を

添
え
つ

つ
、

逢

瀬
の

少
な

卑、」
を

嘆
く

涙
を

意
味
す
る

。

［
訳］
　
　

通
っ

て

来
な

く

な
っ

て

し

ま
っ

た

男
が
、

七

目

の

夜
や

っ

て

来

た

の

で、

　
　

　

　

　

女
が

次
の

よ

う
に

詠
じ

ま

し

た、

　
　

　

年
に
一

度、

彦
星

が

織
女

に

逢

う
今
宵、

ま

る

で

彦

星
の

よ

う

に

珍
し

く

も

　
　

　

あ

な

た

を

迎

え、

床

を

整
え

よ

う

と

塵
を

払
い

は

す

る

の

で

す
が
、

ど

う
も

　
　

　

涙
の

露
で

湿
っ

ぽ

い

の

で

す

よ
。

［
評］
　
朱
注
及

び

他
本

に

「

よ

み

人

し

ら

ず．

と

あ

る

の

が

整
っ

た

形
で

、

前

歌
詠

者
藤
原
兼
三

が

当

歌
の

詠
者
で

は

な
い

こ

と

を

明

瞭
に．
小

す
。

底
木
は、

詞

書
中

に

コ

女
の

よ

み

て

痔
り

け

る
」

と

示

す
だ

け

で
、

作

者

表
記
は

無
い

。

　
彦
星

と

常
夏
と
い

う

素
材
の

取

り

合
わ

せ

は
、

和

歌
的
必

然

性

の

薄
い

も
の

と
≒
口

わ

な

け

れ

ば

な

ら

ず、

そ

れ
や

二

首
に

統
合
す

る

の

は、

七

口

と

い

う

折
を

人

事
詠

に

利
用

し

た

結
果
に

過

ぎ

な
い

。

従
っ

て
…

首
全

体
を
二

星

の

立

場

に

な
っ

て

詠
じ
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た

比

喩
歌
と

見
る

こ

と

は

し

な
い

。

231

　
　

欝
・

入
の

も

と

よ

卸
青・
・

よ

象
は

む

と

岬

ひ

濯．
・

せ

て

侍

　
　

　

　

　

　
　

 

　
　
（

り
）

け

れ

ば

」
ひ

こ

ひ

て

螺
齪

む

と

思
（

ふ
）

ゆ

ふ

ぐ

れ

は

た

な

ば

た

つ

め

も

か

く

そ

あ

る

ら

し

［
朱
注
］

　
1
な

ぬ

か

の

よ

　
2
ひ

見

［
校
異］

　
 
七

日

−
七

日

よ

（

中

久
雲）

七

夕
（

堀
）

七

月

七

日

ユ

フ

ツ

カ

タ

（
片
）

七

H
の

よ

（

荒
）

　
 
返

事
に

ー
ナ

シ

（

中
久

堀
片
荒）

の

返

事
に

（

雲
）

 
は

ア

リ

（

荒
）

　
 
い

ひ

お

こ

せ

て

侍
り

け

れ

ば

ー
い

ひ

を

こ

せ

侍
り

け

れ

は

（

久
荒
）

い

ひ

て

侍
け
れ

は

（

雲
片
）

い

へ

り

け

れ

は

（

堀）
　
 
カ
ヘ

リ
コ

ト

ニ

ア

リ

（

片
荒
）

 
こ

ひ

こ

ひ

て

ー
こ

よ

ひ

こ

そ

（

堀）

 
あ

は

む

ー
あ

ぴ

み

む

（

中

雲
堀
荒）

［
語
釈
］

　
○
人
の

も
と
よ

り
返

事
に

　
「

人
」

は

女
と

も

男

と

も

解
し

う
る
。

即
ち、

言
い

よ
っ

て

い

た

男
へ

の

返

事
に

「

こ

よ

ひ

あ

は

む
」

と

女

が

応
じ

た

も

の

と

も、

男
が

女

に

「

今

晩
伺
い

ま

す
」

と

返

事
を

し

た

と

も

取

れ

よ

う
。

こ

こ

で

は

女
が

男

へ

返

事
を

与
え

た

も

の

と

解
す

る

（

［

評
］

及

び

次
歌
参
照
）

。

　

　
○
い

ひ

お

こ

せ

て

侍
リ

け
れ
ば

　
「

人

（

女
）

が

言
っ

て

よ

こ

し

ま

し

た

の

で
」

と

当
歌
を

詠
ず
る

に

つ

い

て

の

理

由
を

述
べ

る
。

男

の

立

場
か

ら

の

詞

書
と

み

る
。

　

　

O
こ

ひ

こ

ひ

て

　
動
詞
の

反

復
に

よ

り、

そ

の

動
詞
の

持
つ

意
味
を

強
調
す

る
。

「

切

に

恋
し

く

思
っ

て
」

の

意
。

『

万

葉
』

以
来
の

和
歌
的
言

い

ま

わ

し

で
、

当
然
な

が

ら、

特
に

逢

瀬
の

少
な

さ

ゆ

え

に

募
る

恋

情
を

詠
じ

る

場
合
に

用

い

ら

れ

る

こ

と

が

多
い

『

後
撰
和
歌
集
』

注
釈

井

川

健
司

（
「

恋
ぴ

恋
ひ

て

逢
へ

る

時
だ

に

愛
し

き

言

尽

く

し

て

よ

長
く

と

思

は

ば
」

『

万

葉
』

巻
四

棚
・
「

こ

ひ

こ

ひ

て

ま

れ

に

こ

よ

ひ

そ

あ
ふ

さ

か

の

タ
つ

け

鳥
は

鳴
か

ず
も

あ

ら

な

む
」

『

古

今
』

恋
三

棚
）

。

『

古
今
』

秋
上

那

は

当
歌
と

同

様
七

夕
の

折
の

例

（

「

こ

ひ

こ

ひ

て

逢
ふ

夜
は

こ

よ

ひ

天

の

川
霧
立

ち

渡
り

あ

け

ず
も

あ

ら

な

む
」
）

。

○

た

な
ば
た

つ

め
も

か

く
そ

あ
る

ら
し

　
「

か

く
」

の

指
示

す

る

意
味
内

容
は、

初

二

句
に

示
さ

れ

る
。

即
ち、

切
実
な

我
が

逢
瀬
へ

の

想
い

と

同

様
の

心

情
を、

女
の

受
諾
の

返
事
を

踏
ま

え

て
、

女
の

側
に

も

認
め

た

も
の

。

七

日
の

夕

と

い

う

折
に

合

わ

せ

て、

女

を

織
女

星
に

な

ぞ

ら

え

て

忖
度
す

る

体
を

と

る
。

［

訳
］

　

　

七

日、

女

の

と

こ

ろ

か

ら
の

返

事
で

、

「

今
晩

お

会
い

し

ま

し

ょ

う
」

　

　

　
　
　

と

言
っ

て

き

ま

し

た

の

で、

　

　

　
ぴ

た

す
ら
恋
い

焦
が

れ

て、

お

会

い

し

た

い

と

想
い

を

募
ら

せ

て

い

る

こ

の

　

　

　

夕
ぐ

れ

は
、

織
女

星

も

同
じ

よ

う
な

想
い

で

い

る

よ

う
で

す
よ

（

あ

な

た

も

　

　

　

私
と

同
じ

想
い

で

い

ら
っ

し

や
っ

た
の

で

す

ね
）

。

［

評
］

　
『

伊
勢
集
』

諸
本
に、

結
句
「

か

く

や

あ

る

ら

む
」

と

し

て

載
る。

　

男
の

詠
と

し

て

試
解
し

た

が
、

次
歌
と

で

構
成
さ

れ

る

状
況
が、

曖
昧
に

し

か

示

さ

れ

な
い

た

め、

女
の

詠
と

す
る

解
釈
も

不

可

能
で

は

な
い

。

そ

の

場
合
は
、

男
か

ら

の

来
訪
を

告
げ
る

手
紙
に

呼
応
す

る

形

で、
「

恋
い

焦
が

れ

て

あ

な

た

の

訪
れ

を

待
っ

て

い

る

こ

の

夕

ぐ

れ

は、

織
女

星

も

私
と

同
様
の

お

も
い

で

彦
星
を

待
っ

て

い

る

よ

う
で

す
」

と

解
釈
さ

れ、

女

で

あ

る

詠
者
が

、

己

れ
の

立

場
を

織
女

の

そ

れ

と

比
べ

る

体
を

と

る

の

で

ス

ム

ー

ズ

に

理

解
さ

れ

る
。

し

か

し

次

歌
と
の

関
連
に

お

い

て

新
た

な

不
自
然
さ

が

生

じ

る

結
果
と

な

る
。

そ

れ

に

つ

い

て

は

次

歌
［
評
］

参
照

。

返

し
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明
星、
大

学
研
究
紀、
要
【
日

本
文
化
学
部
・
．四

語
文
化

学
科
】

第
七

岑

　
　
九

九・
粍

年

魏

　

　

　

　

　

　
ヒ

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

ヨ

た

ぐ

ひ

な

き

物
と

は

我

ぞ

な

り

ぬ

べ

き

た

な

ば

た

つ

め

は

人

め

や

は

も

る

［
校

塁

 
と

は
ー

と
そ

（

久
）

に

は

堀
葦）

 
は

ー
も

（

中
雲

片
荒）

［
語
釈
］

　
O
た
ぐ

ひ

な

き

物
　
名
詞
「
た

ぐ

ひ

（

比
・

類
）

」

は、
「

同

じ

く

す

る

こ

と、

同
じ

も
の

、

同
程
度
の

も

の
」

の

意
。

「

た

ぐ

ひ

な

き

物
」

で、
「

地

と

比
べ

る

も

の

が

な

い

稀
な亠
仔

在
」

と

な

る
。

女

が

自［
分
自
身司
を

比
類
な

く
つ

ら

い

存
在
と

捉

え

た

の

は

下
句
の

理

由
に

よ

る
。

　
　
○

人

め

や

は

も
る

　「．
人

め

も

る
」

は、

他
人

の

日

を

は

ば

か

る

こ

と

（「
人
目

守
る

君

が

ま

に

ま

に

我
さ

へ

に

早

く

起
き

つ

つ

裳

の

裾
濡
れ

ぬ
」

『

万
葉
』

巻
十
．

…

…

・
「

心

な

き

爾

に

も

あ

る

か

人

目

守
り

と

も

し

き

妹
に
A
ヲ

日

だ

に

逢

は

む

を
」

同

巻
十
二

跏
）

。

「、
や

は
」

は

反
語。

星
合
の

空
を

人
々

が

見

守
る

こ

と

を

踏
ま

え

て、
「

織
女

星
は

牽
牛
星

と

の

逢
会
に、

他
人

の

目

を

は

ば

か

っ

た
h、
す

る

だ

ろ

う

か、

し

は

し

な

い
「

と

言

う
の

で

あ

る
。

と

り

た

て

て

反

語
で

強
調
し、

人
目

を

は

ば

か

ら

ざ

る

を

え

な
い

我
が

状
況

を

対
比

的
に

示

す
。

［
訳］

［

評
］

　

　

返
歌

、

あ

な

た

と

の

逢
瀬
に

人

目

を

は

ば

か

る

私
こ

そ

が
、

比
類
な

く
つ

ら

い

存・
庇

と

な
ハ、

て

し

ま
い

そ

う

で

す。

あ

の

織
女
星

だ

っ

て

年
に

冖

度．
の

逢
瀬
に

は、

入
目

を

気
に

し

た

り

し

な

い

の

に、

私

は

そ

う

は

い

か

な
い

の

で

す

か

ら
。

女

の

答
歌

−．
」

し

て

解

す

る
。

前
歌
謝

詞

書
に

よ

れ

ば、
「．
こ

よ

ひ

あ

は

む
」

と

返
し

た

の

は

当

歌
の

詠
者
で

あ

る
。

従
っ

て
、

男
に

相
逢
う

意
志
を

伝
え

た

も
の

の

そ

れ

は

何
か

人

目

を

避
け

て

の

事
で

あ

る

と

い

っ

た

事
惰
を

窺
わ

せ

る

贈
答
と

し

て

解
す
べ

き

で

あ

ろ

う
。

男
が

女

を

織
女
星

に

擬
し

て

贈
っ

て

き

た

の

に

対
し

て、

「

私

は

織
女
に

も

類
え

る

こ

と
の

で

き

な

い

存

在
で

す
」

と

受
け、

そ

の

理

由
を

下

句
に

展

開
し

た

も

の

と

み

る
。

　

仮
に

劉

歌
を

女

の

歌
と

し、

黜
の

［
評
］

に

示

し

た

解
釈
を

と

り、

当
歌

を

そ

れ

に

対
す

る

男
の

返

歌
と

し

て

解
そ

う

と

す

る

と、

詞
書
の

「

こ

よ

ひ

あ

は

む
旨

は

当

28

然
男
の

側
か

ら

の

訪
れ

の

艶

告
と

見

傲
さ

ざ

る

を

え

ず、

当

歌
の

｝

人

目

を

は

ば
か

る
「

状
況

は

か

な

り

轡
突
な

詠
歌
内
容
と

な

る
。

コ

た

な

ば

た
つ

め
一

に

つ

い

て

も、

自
己

を

比
定

し

た

に

し

ろ、

相
手
の

女

性
を
＝
M

う
に

し

ろ、

新
た

な

状
況

設

定

を

ご

重
。

三

重
に

想
定
し

な

い

と、

解
釈
不

能
と

な
っ

て

し

ま

う
。

　
『

伊
勢
集
』

（

歌
仙
本
）

で

は、

　

　

　

　

七

日

　

　

こ

ひ

こ

ひ

て

あ

は

む

と
お

も

ふ

ゆ

ふ

ぐ

れ

は

た

な

ば

た

つ

め

も

か

く

や

あ

る

ら

　

　

ん

　

　

　

　

か

つ

ら

に

あ

り

し
こ

ろ、

み

か

ど

の

給
は

せ

し

　

　

あ・
心

ほ

ど

も

河
を
へ

だ

て

て

こ

ふ

と

き

は

七

夕
つ

め

に

な

に

か

こ

と

な

る

　

　

　

　

御
か

へ

し

　

　

た

と

ひ

な

き

物
と

は

我
ぞ

ひ

か

る

べ

き

た

な

ば

た

つ

め

も

人

め

や

は

も
る

と

あ

り、

小

異
は

あ

る

も
の

の

当

歌
は
こ

の．
二

首

目

の

歌
と

同
一

歌
で

あ

る

と

判
断

さ

れ

る
。

こ

の

歌
の

場
合
は

御
製
の

返
歌
と

し

て

あ

り、

当

集
の

贈
歌
に

相
当

す
る

歌

は

そ
の

一

首

前
に

排
さ

れ
、

伊
勢
自
身
の

歌

と

考
え

ら
れ

る
。

が

一
、

伊
勢
集
』

の

場
合
も

理

解
し

や

す
い

構
成
と

は

言
い

難
く、

恣
意
的
な

変
改
あ

る

い

は

錯
誤
の

予

想
さ

れ

る

と

こ

ろ

で

あ

る

（

因

み

に
、

西

本
願
寺
本
『

伊
勢
集
』

で

は、
「

こ

ひ

二

ひ

て

：．
」
。

「

よ

ぴ

の

ま

に

み

を

な

げ

は

つ

る

夏
む

し

は

も

え

て

や

人

に

あ
ふ

と

き

き

け

む
」

．
「
た

と

ぴ

な

き

…°…
・
一

あ
ふ

ほ

ど

と

…
」

の

歌

順
を

と
る

）

。

233

　

　

題

し

ら

ず

あ

ま

の

河

流
（

れ
）

て

こ

ひ

ば

う

く

も

ぞ

あ

る

あ

は

れ

と

思

（

ふ
）

せ

に

は

や

く

見
む
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［

校
異］

 
こ

ぴ

ば

ー
あ

は
」

（

荒
）

［

語

釈
］

　
○
あ
ま

の

河

　
枕
詞
的
に

次
句
「

流
れ

て
」

を

導
く
。

同
じ

例
は

嬲

に

も

見

え

る

が、

こ

の

語
の

枕
詞
的

使
用
は

決
し

て
一

般
的
な

も

の

で

は

な
い

。

「

ま

れ

に

の

み

逢
ふ

と

は

す

れ

ど

天

の

河

流
れ

て

絶
え

む

も

の

に

し

あ

ら

ね

ば
」

（

『

続
後
拾

遺
』

秋
上

跚

源

公

忠
。

『

公

忠
集
』

一

本
に

も

二

句

「

逢
ふ

と

は

な

き

か
」 、

四

句

「

流
れ

て

頼
む
」

で

あ

る
）

同
様
に、

逢
う
こ

と

難
き

七

夕
の

イ

メ

ー

ジ

を

も

含
ま

せ

て

用
い

ら

れ

て

い

る

の

で

あ

ろ

う
。

　

　
○
流
れ
て

こ

ひ

ば

　
お

し

な
べ

て、

こ

の

よ

う
な

形
の

「

流
れ

て
」

は
、

古
く

か

ら

「

な

が

ら
へ

て
」

の

音
約
と

さ

れ

て

き

た
。

し
か

し、

竹
岡
正

夫
『

古
今

集
全

評
釈
』

は

そ

れ

に

疑
義
を

は

さ

み、

そ

れ

ら

の

例
の

一

部
（

「

山

高
み

下

行

く

水
の

下
に

の

み

流
れ

て

恋

ひ

む

恋
ひ

は

死

ぬ

と

も
」

『

古
今
』

恋
｝

飆
・
「

冬
川

の

上

は

凍
れ

る

我
な

れ

や

下
に

流
れ

て

恋
ひ

わ

た

る

ら

む
」

同
恋
二

闘
）

は

単
に

「

下
に

泣
か

れ

て
」

に

掛
け

た

も

の

と

看
做

滅

遠、、

時
間
的
な

意
味
は
一

切

持
た

さ

れ

て

い

ず

ー
本
集
恋
一

硼

「

い

は

せ

山

谷
の

し

た

加

ゲ
か

い

伽

於

人
の

み

ぬ

ま

は

流
れ

て

ぞ

ふ

る
」

も

同
様
で

あ

ろ

う

ー、
そ

の

外

の

歌
で

も、

例
外
な

く

川
・

水

に

関
す
る

叙
述
を

何
ら

か

の

修
辞
的
文
脈
に

お

い

て

伴
い

つ

つ
、

し

か

も

多
く

は

時
間
的
意
味
の

露
わ

な

表
現
を

他
に

持
つ

こ

と

か

ら、

流
水
の

景
が

月

日

の

経
過
を

比

喩
的
に

表
象
し

て

い

る

に

す
ぎ

な

い

（

「

明
日

香
川

流
れ

て

早
き

月
日

」

『

古
今
』

冬
鋤
）

と

指
摘
し

て

い

る
。

確
か

に

語
法
的

性

祓
漣

解
く

大

体
論
と

し

て

は

首
肯
さ

れ

る

結
論
で

あ

ろ

う
。

し

か

し

な

が

ら、
「

世
と

と

ひ

に

流
れ

て

ぞ

行
く

涙
川

冬
も

凍
ら

ぬ

み

な

わ

な

り

け

り
」

（

『

古
今
』

恋
二

鵬
）

．

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

へ
　
　も
　

　あ

「

白

河
の

し

ら

ず
と

も

言
は

じ

底
清
み

流
れ

て

世
々

に

す

ま

む
と

思
へ

ば
」

（

同
恋
三

鰯
）

等
は

そ

れ

で

説
明
し

う

る

と

し

て

も、
「

水
の

泡
の

消
え

で

う

き

身
と

知
り

な

が

ら

流
れ
て

な

ほ

も

頼
ま

る

る

か

な
」

（

『

古
今
』

恋
五

配
）

．
「

浮
き

な

が

ら

消
ぬ

る

泡
と

も

な

り

な

な

む

流
れ

て

と

だ

に

頼
ま

れ

ぬ

身
は
」

（

同

晒
）

．
「

つ

ら

し

と

も

思

『

後
撰
和
歌
集
』

注
釈

井
川

健

司

ひ

そ

は

て

ぬ

涙
河
流
れ

て

人

を

た

の

む

心

は
L

（

本
集
恋

二

鰤
）

等
は、

時
の

経
過

を

示

す

語
を

伴
わ

な

い

上、

物
象
の

比
喩
性
自
体
も

そ

れ

ほ

ど

鮮

明

で

は

な

く、

「

流
れ

て

の

世
を

ば

た

の

ま

ず
」

（

　
　
　
　
　

本
集
雑
一

田
）

と

い

う
語
の

つ

ら

ね

方
に

端
的
に

窺
わ

れ

る

よ

う

に、

そ

れ

だ

け

で

已

に

時
間
の

概
念
を

孕
ん

だ

「

流
れ

て

頼
む
」

と

い

う

語
法

（

他
に

覊
）

は

少
な

く

と

も

成

立
し

て

い

た

ら

し

く

思

わ

れ

る
。

当
歌

轟
「

天
の

河
流
れ

て

・

ふ

る

た

な

ぱ

た

の

涙
な

る

ら

し

秋
の

し

ら

つ

ゆ
」

も、

「

流
れ

て
」

の

意
味
を

内
部
的
に

規
定
し

て

ゆ

く

要
素
を

欠
き、
ア一
の

語
自
身
か

ら

固
有
の

意
味
を

引
き

出
し

て

く

る

外
な

い

が、

当

歌
の

場
ム
・、

結

包
は

や

く

見

む
L

と

の

対
応
か

ら、
「

流
れ

て
」

だ

け

で

「

引
き

続
き
．

い

つ

ま

で

も
」

の

時
間

的
意
味
を

持
た

せ

て

い

る

の

は

疑
え

ま

い
。

但
し、

そ

れ

は

竹
岡

注
が

説
く

よ

う
に
、

こ

と

ば

の

比

喩

的
意
味
転
換
を

通
し

て

歴

史
的
に

形
成
さ

れ

て

き

た

語
法
で

あ
っ

て、

「

な

が

ら
へ

て
」

の

約
と

考
え

ね

ば

な

ら

ぬ

理
由
は

い

さ

さ

か

も

存
し

な

い
。

　

○

う
く
も
ぞ
あ
る
　
現
在
の

状
態
が

続
い

た

場
合

の

自
身
の

心

意
の

な

り

ゆ

き

を

付
度

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
も

　
　ヘ
　
　
へ
　

　

　

　

　

　

　う
　
　
も

し

た

も
の
。

「

も

ぞ
」

は

懸
念
の

意
を

表
す

。

「

あ

は

れ

と

も

う
し

と

も

物
を

思

ふ

時

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

ヘ　　　マ

な

ど

か

涙
の

い

と

な

か

る

ら

む
」

（

『

古

含
恋
五

蹣
）

・
「

身
を・
つ

し

と

思

惚
の

懲

り

ね

ば

や

人

を

か

愉

か

と

思

ひ

そ

む

ら

む
」

（

『

大
和
』

百
四

十
一

段
）

．
「

う
し

と

思

念
を

し

ば

し

慰
め

む

の

ち

に

世
人
を

惣
か

と

思

は

む
」

（

『

拾
遺
』

堀
河
具

世

本、

雑
上

鵬

次
）

等
が

示

す

よ

う
に、

対

象
へ

向
か

う
能
動
的
な

情
意
を

表
す

「

あ

は

れ
」

の

対
概
念
と

し

て
、

そ

れ

が

満
足

す
べ

き

結
果
を

得
ら
れ

ず
内
攻
し

鬱
屈
し

た

心

情

裏
す
の

が

「

う

し
」

で

あ

り、
・

三
も

下
の

「

あ

は

れ
」

と
の

対
照
的

な

意

味
合
い

で

把
え

ね

ば

な

る

ま

い
。

　

○
あ
は

れ
と

思
ふ

せ

　
「

あ

は

れ

と

思

ふ
」

は、

男
女
間
に

あ
・

て

は

思

慕
の

情
の

高
ま

り

を

意
味
す

る

（

「

土

・、

男
あ

り

け

り
。

女

を

と

か

く

言

ふ

こ

と

月

日

経
に

け

り。

岩
木

に

し

あ

ら

ね

ば

心

苦
し

と

や

思
ぴ

け
む、

や

う
や

う

あ

は

れ

と

思

ぴ

け

り
」

『

勢
語
』

九
十

六

段
）

。

「

せ
」

は

時
節
．

機
会
の

意
だ

が・

癩
L

に

通

じ、

当

歌
同
様
専
ら

川

と

の

縁
で

使
用
さ

れ

る

語
で

あ

る29
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明

星

大

学
研

究
紀
要
【

日

本
文

化
学

部

∴
諄

語
文
化
学
科
】

第
七

号

一
九
九

九
年

（

昊
の

河
・

ひ

し

き
せ

繋、
渡
り

ぬ

る

た

ぎ
つ

涙
に

袖
は

ぬ

れ

つ

つ

」

本
集
秋
王

跏
．

「

心

み

に

猶
お

り

た

た

む

な

み

だ

が

は

う

れ

し

き

せ

に

も

流
れ

あ

ふ

や

と
」

同

恋
二

齠
）

。

［
訳］
　

天
の

河
が

両
星

を

隔
て

た

ま

ま

永
い

時
の

流
れ

を

流
れ

て

ゆ

く

よ

う

に、

こ

　

　
　

の

ま

ま

空
し

く

恋
い

続
け

る

ば

か

り
で

は
、

苦
し

さ

だ

け

が

募
っ

て

ゆ

く

か

　

　
　

も

し

れ

な

い
。

か

な

う
こ

と

な

ら、

想
い

の

つ

の

っ

て

い

る
こ

の

時
を

移
さ

　

　
　

ず
逢

い

た

い

も

の

だ。

［
評

＝
天

の

河
L

と

詠
い

出

掌、
は

い

る

も

の

の
、

七

夕
の

歌
と

は

読
み

取
り

が

た

い
。

独
詠
的
に

自
ら

を

励

ま

し

た

と

も

相
手
の

許
諾
を

促
し

た

贈

答
歌

と

も
、

そ

の

詠
ま

れ

た

事
情
は

判
然
と

し

な
い

が、

い

ず
れ

に

も

せ

よ
、

実
際
の

男

女

交
渉
を

踏
ま

え

た

歌
と

思

わ

れ

る
。

　

　
　

流
れ

て

と

頼
む

る

よ

り

は

山

据
の

恋
し

き

せ

ぜ

に

渡
り

や

は

せ

ぬ

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

（

『

拾
遺
』

恋
一

翻
）

と

類
想
で

あ

る

が
、

当
歌
は

作
者

自
身
の

恋

情
の

昂
揚
と、

そ

れ

が

充

た

さ

れ

ぬ

時

の

鬱
情
を

叙
べ

た

も
の

で

あ

ろ

う。
「

抄
』

の

コ

行
末
に

人

の

心

も

か

は

り

て、

恋

の

う

く

も

ぞ

あ

ら

ん
。

今
人

の

哀
と

思
ふ

時
に
、

早
く

あ

ひ

み

ん

と

也
」

と
い

う

解

釈
で

は
、

作
者
が

相
乎
の

感
情
・

態
度
を

予
見

的
に

論
理

化

し

て

い

る

こ

と

に

な

り、

妥

当

で

な
い

。

234
万

轟
絶
え

ぬ

錘
か

ら

脅
た

ま
の

篝
渡
（

り
）

舮
た

於
と

よ

の

み

［

校

異
］

　
 
は
ー．
を

（
雲
堀
）

に

（

荒
）

［
語

釈］
　
○

玉

鬘
絶
え

ぬ

も
の

か

ら

　
牽
牛
・

織
女
の

契
り

は

永
遠
に

絶
え

な
い

も

30

の

の
。

霊

蕁
は

葛
類
の

美

称。

葛
が

長

く

延
び

る

事
か

ら
「
絶
え

ぬ
」

を

導
く

（

「

つ

が

の

木
の

い

や

継
ぎ

継
ぎ

に

玉

葛

絶

ゆ

る

量
な

く

あ

り

つ

つ

も

沚

ま

ず
通

は

む
」

『

万

葉
」

巻
三

惣
）

。

そ
の

外

「

か

（
縣
・

掛）

く
」

（

本

集
瑚
） 、

症
ふ．

；

芳
葉

瀛
）
、

「

遠

辱、
」

商
塑
、

ま

た

同

音
関
係
で

「

凝
山
」

（

本

集
翻
） 、

藻
る
一

に

掛
け

て
一

来
る
L

（

同
 
）

を

導
く。

○
あ

ら

た

ま

の

年
の

渡
り

は

「

あ

ら

た

ま
の
」

は

軍
L

の

枕
詞。

原

義
に

つ

い

て

は

諸
説
あ

る

が・

い

ず

れ

も

臆
測
の

域
を

出
な

い
。

一
T

年
の

渡
り
L

に

つ

い

て

は

二

つ

の

解
が

あ

る
・

；
は
、

菠
り

妥
凝
河
L

の

意
（

「

初
瀬
に

詣

で

て
、

淀
の

渡

皇
い

ふ

も

の

を

せ

し

か

ば、

舟
に

車
を

か

き

す
ゑ

て
」

『

枕
草

子
』

百

占
段
）

に

と

り・
「

年
ご

と

の

渡
り

」

（
『

雅．．・口
集
覧
』
）

、

つ

ま

り

は

「

七

夕
の

年

三
夜
の

逢
瀬
を

云．」

と

す

る

「

抄
』

の

説、

も・
つ

；
は
、

軍
渡
る

ま

で

に

も

人

は

有
り

と
い

ふ

を
」

（

『

万

葉
』

巻
＋
三

攤）

等
の

軍
渡

弖
と

同
じ

く、

軍
を

経
る

間
と
い

・

た
ほ

ど
の

時
間
的
な

意
味
ム
。

い

に

と

る

『

新
抄
』

の

説
で

あ

る
。

な

お、
『

万

葉
』

の

鍛
で

は

こ

の

部
分

ヲ
ご

寝
ら

く

は

年
の

渡
り
に
L

と

な
っ

て

お

り、

こ

れ

に

対
し

て

は
「

磐
後
者
の

解

叢・
ら’
れ

て

い

て、

当

歌
の

本

文

に

関
し

て

も

薪
抄
』

は

「

仁
」

↓
「

波
」

の

誤
写
の

叫

能
性
を

示

唆
し

て

い

る
。

当

期
の

歌

に

お

け

る

用

例
と

し

て

は、
「

忘

れ

て

ふ

こ

と

を

も

知
ら

ぬ

織
女

や

年
の

渡
り

を

待
ち

て

逢
ふ

ら

む
」

（
『

伊

勢
集
』
）

．
「

あ

ら

た

ま

の

年
の

渡
り

を

あ

ら

た

め

ぬ

昔
長

柄
の

橋
と

見

や

せ

し
」

（
『

敦
忠
集
』
）

．

恋
ひ

わ

た

る

年
の

渡
り

は

た

な

ば

た

の

片
時
も

あ

か

ず
別
れ

ぬ

る

か

な
L

（

『

家
持
集
』
）

．
「．
天

の

河

安
の

河

原
に

あ

り

通

ふ

年
の

讐
に
」

（

『

赤
入
集
』

。

「

万

葉
』

巻
十
跏

「

出
ζ

乃

渡

丹
」

の

訛
伝）

を

検
出
し

う
る

も

の

の
、

い

ず
れ

と

も

決

め

が

た
・

、、

後
代
の

作
例
（

『

拾

遺
愚
草
』

ヒ
・

薪
千
載
』

秋

上

謝
．

『

新
拾
遺
』

秋
上

絣
・

『

新
後
拾
遺
』

秋
上

嬲

∴］
新
葉
』

秋

上

漏
）

ま

で

目

を

広

げ

て

も
一

方
に

泱
し

え

な
い
。

し

か

し、
「

年
の

恋
今

夜
尽

く

し

て

明
臼

よ

り

は

常
の

ご

と

く

や

我
が

恋
ひ

居
ら

む
」

〔

『

万

葉
』

巻

十

瀰
）

 
安
の

川

い

向
か

ひ

立

ち
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ア

て

年
の

恋
日

長
き

児
ら

が

妻

問
ひ

の

夜
そ
L

（

同
巻
十
八

鰮
）

の

「

年
の

恋
」

を

「

一

年
に

わ

た

る

恋
」

（

澤
瀉
『

注
釈
』
）

と

解
す

る

な

ら

ば、
「

年
の
」

自
体
が

既
に

コ

年
の

問
の
L

と

い

っ

た

意
を

帯
び

て

い

る

こ

と

に

な

る

し
、

し

か

も、

体
言
化

さ

れ

た

「
わ

た

り
」

が

通
常
時
間
的
意
味
に

は

使
わ

れ

な

い

事
を

も

考
量
す

れ

ば、

や

は

り

『

抄
』

の

解

釈
に

傾
く

か

と

思

わ

れ

る
。

『

万

葉
』

の

原
歌
に

お

い

て

も

『

全
釈
』

が

そ

の

立

場
を

取
っ

て

い

る

が
、

原
義
は

さ

て

措
い

て

も、

少
な

く

と

も

中
古
に

お

け
る

理

解
が

そ

の

よ

う
な

も

の

で

あ
っ

た
こ

と

は、
「

月

に

二

た

び

ば

か

り

の

御
契
り

な

め

り
。

年
の

渡
り

に

は

立

ち

ま

さ

り
ぬ

べ

か

め

る

を
」

（

『

源
氏
』

松

風
）

が

明
証

と

な

る

で

あ

ろ

う。
［

評
］

　

参
照。

［
訳
］

　
二

星

の

な

か

ら

い

は

悠
久
に

絶
え

る

こ

と

は

な

い

け

れ

ど、

一

年
の

間
に

天

　

　
　

の

河
を

渡
っ

て

歓
を

尽

く

す

の

は

た
っ

た
一

夜
だ

け

な

の

だ
。

　

　
　

　

　

　

　

　
　
　

　

　

　

　コ
　

きへ

［

評
］

　
既

述

の

よ

う
に
、

『

万

葉
』

巻
」

1

漸

　

　
　

　

　

　

　

　
　
　

サ

ヌ

ラ

ク

ハ
　
　
ト

ソ

ノ

ワ

タ

ナ

ご

　

　

玉

葛、

不

絶
物
可
良

佐
宿
者

年
之
度
余

直
一

夜
耳

の

異
伝
歌
で

あ

る
。

『亠
ハ

帖
』

一

に

も

「

さ

ぬ

る

夜
は

年
の

渡
り

に
」

の

本
文
で

採

ら

れ
、

『

人

麿
集
』

に

も
、

初
二

句
は

全

く

異
な

る

も

の

の

三

句
以

下

は

『

六

帖
』

と

同
一

歌
詞
の

も

の

が

見
え

る
。

要
す

る

に

本
集
の

本

文

が

特
異
で

あ

る
こ

と

に

な

る

が
、

お

そ

ら

く

は、

上

代
的
な

響
き

を

持
つ

原
歌
の

第
三

句
が

枕
詞
に

置
き

換
え

ら

れ、

そ

の

た

め

代
わ
っ

て

第
四

句
が

主
格
に

転
じ

た

も

の

と

思
わ

れ

る
。

も

し

「

年
の

渡
り

」

が

原
義
と

異
な

る

と

す
れ

ば、

そ

の

辺

り

に

要
因
が

あ

ろ

う

し
、

少

な

く

と
も、

こ

れ

を

「

一

年
を

経
て
」

と

解
す

る

と
、

当
歌
の

本
文

で

は

三

句
以
下

の

主

語
を

欠

く
こ

と

と

な
ク

て

全
体
の

意
を

汲

み

取
れ

ま
い

。

と

も

あ

れ、

当
歌
に

よ

っ

て

「

年
の

渡
り
」

と

い

う
熟
語
が

七

夕
に

ま
つ

わ

る
一

成
語

と

し

て

定
着
す

る

よ

う

に

な

っ

た

も

の

と

想
察
さ

れ
、

以
後
は

そ

れ

自
体
で

「

年
に

た

だ
一

夜
の

逢

瀬
」

の

意
を

持
っ

て

襲
用
さ

れ

た

の

で

あ

ろ

う
。

　

歌
は、

牽
牛
と

織
女
の
、

悠
久

な

が

ら

定
め

に

よ
っ

て

隔
て

ら

れ

た

悲
恋
を

詠
う、

『

後
撰
和
歌
集
』

注
釈

升
川
健
司

頗
る

単
純
か

つ

観
念
的
な

内
容
で、

　
　
年
ご

と

に

逢
ふ

と

は

す
れ

ど

た

な

ば

た
の

ぬ

る

夜
の

数

ぞ

少
な

か

り

け

る

　
　
　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　
　
　

　

　

　

　
　
　

　
（

『

古
今
』

秋
上

擱
）

　
　
　

　
セ

　
　
国

も

狭
に

常
に

逢
ふ

名
は

立

つ

め

れ

ど

あ

ひ

見
る

こ

と

は

た

だ

今

宵
な

り

　
　
　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　
　
　

　

　

　
（

『

六

帖
』

一
、

「

七

日

の

夜
」）

な

ど
、

類
想
の

作
は

少
な

く

な

い
。

詩
に

も、

　
　
　

レ

ゾ

　
　
何
為

霊

匹

久

相
思

　
一

歳
唯
成
二

一

会
期一

　
　
　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　
　
　

　

　
（

『

本
朝
麗
藻
』

上

「

牛
女
秋
意
」
）

と、

当

歌
と

よ

く

似
た

結
構
の

も

の

が

あ
っ

て
、

一

つ

の

パ

タ

ー

ン

化
し

た

詠
み

方

で

あ
っ

た

と

知

ら

れ

る
。

235

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　
　
の

秋

の

夜
の

心

も

し

る

く

た

な

ぼ

た

の

あ
へ

る

こ

よ

ひ

は

あ

け

ず
も

あ

ら

な

む

［
校
異
］

　
 
あ
へ

る

ー
あ

く

る

（

荒
）

［
語
釈］
　

○
秋
の

夜
の

心

も
し

る
く
　
「

秋
の

夜
の

心
」

と

は、

秋
夜
が

本

来
的
に

蔵
し

て

い

る

観
念
を

言
う。
「

心
」

は

内
容
・

趣
旨
と
い

っ

た

意
味
の

こ

と

も

あ

る

（

58
参
照
）

が、

こ

こ

は、

伝
統
的
に

形
成
さ

れ

て

き

た、

事
物
に

固
有
の

文

学
的、

内
在
的
本
性、

す

な

わ

ち

「

本
意
」

の

意
に

近

い
。

「

い

ひ

わ
づ

ら

ひ

て

や

み

に

け

る

を、

又

思

ひ

い

で

て

と

ぶ

ら

ぴ

侍
り

け

れ

ば
、

い

と

定
め

な

き

心

か

な

と
い

ひ

て、

も
　

あ
　

ヘ
　

へ
　

も
　

ヤ
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

あ

す

か

河
の

心

を

い

ぴ

つ

か

は

し

て

侍
り

け

れ

ば
」

（

恋
六

m
）

が

こ

れ

に

類
す
る

用
い

方
で

あ

る
。

当
歌
の

場
合
は

、

構
文
か

ら

考
え

れ

ば、

結
局
「
夜
長
」

（

「

秋
の

夜
も

名
の

み

な

り

け

り

逢
ふ

と

い

へ

ば

こ

と

そ

と

も

な

く

明

け

ぬ

る

も

の

を
」

『

古

今
』

恋
三

棚
・
「

睦

言

も

ま

だ

尽

き

な

く

に

明
け

に

け

り
い

づ

ら

は

秋
の

長

し

て

ふ31
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明

星

大

学
研
究
紀
要

【

目

本

文

化

掌
部
・
諄

謂
文

化
学

科】

第
七
号

　
　
九
九

九

年

夜
は
L

同
雑

躰
蠅
）

と

い

う
こ

と

に

な

ろ

う
。

「

〜
も

し

る

く
」

は、

予
想
通
り

の

結
果
が

現
れ

る

こ

と

負

妹
が

家
の

門
田

を

見
む

と

う
ち

出
ま

し

心

も

し

る

く

照
る

月
夜
か

も
L

『

万

葉
』

巻
八

脳
）

、

す
な

わ

ち
こ

の

二

匂、
「

秋
の

夜
は

長
い

と
い

う

そ

の

言
い

慣
ら

わ

し

通
り

に
…

の

意
で、

結
句
に

か

か

る
。

　
　
○

た

な

ば

た
の

あ

へ

る

こ

よ

ひ

　
「

た

な

ば

た
」

は
「

た

な

ぼ

た

つ

め
」

の

略、

つ

ま

り

織
女

星

を

指

す

（

謝

参
照
）

。

但
し

こ

こ

は、
「

た

な

ぱ

た

の

今
夜
あ

ひ

な

ば

常
の

ご

と

明
冂

を

隔

て

て

年
は

長
け

む
」

（

『

万

葉
』

巻
十
 
）

・
「

年
ご

と

に

あ
ふ

と

は

す

れ

ど

た

な

ば

た

の

ぬ

る

夜
の

数
ぞ

少
な

か

り

け
る

二
『

古

今
』

秋
上

梱
）

等
と

同

様、

両
星

の

出
逢

い

や

＝

た

な

ば

た
一

の

一

語
に

託
し

た

も

の

と

兄

て

お

き

た

い
。

な

お

「

た

な

ぱ

た
」

の

語
義
展
開

に

つ

い

て

は

次
回

の

注
釈
（

832
）

に

譲
る
。

［

訳］
　
秋
の

夜
は

長
い

と

い

う

が、

そ

の、．
毳

葉
ど

お

り、

天

上

の

二

つ

の

星
が

年
に

　
　

　
一

度
の

出
逢

い

の

時
を

持
っ

て

い

る

今
宵
は、

い

つ

ま

で

も

明

け

ず
に

い

て

　
　

　

ほ

し
い

も

の

だ
。

［
評］
　

同

趣
の

歌
に
、

　
　

恋
ぴ

恋
ひ

て

逢
ふ

夜
は

今
宵
大

の

河
霧
立

ち

わ

た

り

明
け

ず
も

あ

ら

な

む

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　
（

「

古

今
』

秋
上

耶
）

が

あ

る
。

ま

た
、

七

夕

に

秋
の

夜
長

を

絡
め

た

も

の

は、

詩
に

は
．、

…

…

解
レ

帯
遽・・

　
しく

　

　

　

　

　

　

　

　

し

と

ロ

で
と

ヱ

　

　

　

　
よ

う

げ

ド

おヤ
ご
ニ

ダ

廻

軫一

誰
云

秋
夜
長
　．
愛

レ

聚
双

情
款

　
念
　
レ

離
両

心

傷
」

（

『

芸
文

類
聚
』

四、

宋
孝
武
帝
一．
七

夕
L）
、

歌
に

も、

や

や

ぎ
っ

て、
「

秋
の

夜
を

長
き

も

の

と

は

星
あ

ひ

の

影
見

ぬ

人

の

言
ふ

に

ぞ

あ

り

け

る
」

（
『

後
拾
遺
』

秋
上

鏘、

能
因
）

が

見

え

る
。

　
前
歌
同

様、

七

夕

そ

の

も

の

を

題
材
と

し

て

第一．一
者
的
立

場
か

ら

詠
っ

た

作
で

あ

る

が、

読
入

し

ら

ず
な

が

ら

も、
「

秋
夜
瞬

に

ま
つ

わ

る

伝
統
的
観
念
を

引
き

合
わ

せ
ψ ．
凡

り

す

る

と
こ

ろ

な

ど、

か

な

り

観
念
性
の

色
濃
い

創
作
歌
で

あ

る

こ

と

を

想
わ

せ

る
。

止

32

鰯

　
契
（

り
）

［
釼）
〔
羅
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　

 

　
　
　

　
　
　
　凸
掬

け

む二、
口

の

葉
今

は

返

し

て

む

年
の

わ

た

り

に

よ

り

ぬ

る

も
の

を

［
校
異
］

　
 
契
り

け

む
ー

契
お

き

し

（

中
）

　
 
に

よ

り

ぬ

る

I
−

は
ふ

り

ぬ

る

（
中）

鬥
語

釈
凵

　
○

契
り
け

む
　
『

占

今
』

秋
−

「

酷

「

契
り

け

む

心

そ
つ

ら

き

た

な

ば

た

の

年
に

ひ

と

た

び

逢
ふ

は

逢
ふ

か

は
｛

の

「

け

む
」

に

つ

い

て
、

「

伝
説

と

し

て

聞
い

た

こ

と

を

表

わ

す
の

だ
か

ら、

過

去
の

伝
聞
と

で

も
い

う
。

へ

き

も

の

で

あ

る
一
（
小

沢
正

夫
校
沈、

全

集
『

古

今

和
歌
集
』
）

、

あ

る

い

は、

契
っ

た

折
の

「

織
女

星

の

心

の

中
を

彦
星

が

思
い

や
っ

て
暗．．口
っ

て

い

る
」

（

竹
岡

正

夫
『

全

評
釈
』
）

と

の

説
明
が

あ

る
。

だ

が
、

第．一．
者
的

立

場
か

ら

の

作
で

あ
る

に

せ

よ、

彦
星

の

立

場

に

立
っ

て

の

作
で

あ

る

に

せ

よ、

そ
の

「、
け

む
」

に

伝
聞
や

推
量
の

意
を

汲

み

取
る

必

要

は

な

い
。

コ

今

朝
は

し

も

起
き

け

む
方

も

知

ら

ざ

り

つ

Lq

古

含
恋
三

哩
二

が
〜

か

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　
あ　
　
　へ

け

む

そ

ら

も

し

ら

れ

ず
一
（

本
集
恋
二

脆
）

等
の

後
朝
の

歌
や

「

契
り

け

む

言

や

は

た

が

ふ
」
（
「

六

帖
』

五
）

な

ど、

当

事
者
の

行
為
に

付
く
「
け

む
」

も、
コ

契
り

け

む

天
の

彦
星
」

（
『

時
明
集
』
）

・
「

契
り

け

む

日

を

も

過
ぐ

さ

ぬ

た

な

ぼ

た
一
（

『

中
務

集
』

）

の

「

け

む
」

も、

明

瞭
に

認

識
済
み

の

事
柄
を

幾
分

朧
化
し

て

い

る

に

過

ぎ

ま

い
。

少
な

く

と

も、

自
ら
の

恋
を

詠
む

当

例
が

い

わ

ゆ
る

過

去

伝
聞
で

な
い

の

は

確
か

で

あ

ろ

う
。

　

　
○

年
の

わ
た
り

に

よ

り

ぬ

る

も
の

を

　
「

年
の

わ

た

り
」

は

年

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　
へ

に
一

度
の

交
会
（

脳

参
照
）

。

結
句
は

難
解
で、
一、
新
抄
』

は
一

な

り

ぬ

る

も

の

を
」

の

誤

写
説
を

う

ち

出
し

て

い

る

が、

あ

く

ま

で

「
よ

る
」

の

語
義
範
囲
内
で

考
え

る

と、
「

寄
る

」

す

な

わ

ち

あ

る

状
態
に

偏
る

意
（

コ

人
柄
あ

や

し

う
は

な

や

か

に

を

を

し

き

方

に

寄
り

て
」

『

源
氏
』

野
分）
、

も

し

く

は

「

依
る
」

す
な

わ

ち

頼
み

と

す
る

意
（

「

伊
勢
の

海
人
も

　
舟

流
し

た

る

　
心

地

し

て

　
依
ら

む

方
な

く
」

『

占

今
』

雑

躰
鞴
）

の

い

ず
れ

か

と

い

う
こ

と

に

な

ろ

う。

下

句
全

体
の

意

味
は、

鹸
者
な

ら

ば
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「

年
に
一

度
の

た

ま

さ

か

な

逢

瀬
に

な
っ

て

し

ま
っ

て
」 、

後
者
な

ら

ば

「

年
に

一

度

の

訪
れ

な

り

と

も

あ

て

に

し

て

い

た

の

に

（

そ

れ

さ

え

な

く

て
）

」

と

の

解
が

そ

れ

ぞ

れ

導
か

れ

る
。

上

句
と

の

つ

な

が

り

で

考
え

た

場
合、

初
め

の

解
で

は

歌
末
「

も

の

を
」

が

や

や

浮
い

て

し

ま
う
よ

う

だ

が、

詠
嘆
的
余
情
表
現

と

見
る

こ

と

が

許
さ

れ

よ

う
。

一

方
、

後
の

解
で

は

余
意
を

汲
ま

ね

ば

上

句
と

連

絡
せ

ず、

し

か

も

「

よ

り

に

レ
」

で

な

く

「

よ

り

か

か
」

で

あ

る

事
に

時
制
上
の

疑
問
が

湧
く

。

ひ

と

ま

ず

前
者
で

解
し

て

お

く

が、

い

ず
れ

に

し

て

も

語
法
的
に

は

幾
分
の

無
理
が

感
ぜ

ら

れ

る

事
は

否

め

ず、

そ

の

由
因
は

全
体
の

縁
語
的
構
成
（

［

評
］

参
照
）

に

あ

る

も

の

と

思
わ

れ

る
。

［

訳
］

　
昔
約
束
な

さ
っ

た

言
葉
は
、

そ

っ

く

り

お

返

し

し

ま

し
ょ

う。

あ

の

七

夕
な

　

　
　

み

の
、

た

ま

さ

か

な

お

い

で

に

な
っ

て

し

ま
っ

た

今
と

な
っ

て

は

…
：．
。

［
評］
　

詠
者
自
身
の

恋
の

歌
と

思

わ

れ

る

が
、

七

夕
詠
に

特
有
の

「

年
の

渡
り

」

の

語
に

よ
っ

て

こ

の

位
置
に

排
さ

れ

た

も

の

で

あ

ろ

う
。

逢

う
こ

と

稀
な

七

夕
二

星

の

イ

メ

ー

ジ

を

重

ね

合
わ
せ

な

が

ら、

足

遠
く

な

っ

た

男
へ

の

恨
み

を

皮
肉
を

込

め

た

口

調

で

言
い

送
っ

た

歌
で、

上

句
の

類
似
す
る、

　

　
　
　

右
大
臣
す
ま

ず
な

り

に

け

れ

ば、

か

の

昔
お

こ

せ

た

り

け

る

文

ど

も

を

と

　

　
　
　

り

集
め
て

、

返

す

と

て

よ

み

て

お

く

り

け

る

　

　

頼
め

こ

し

言
の

葉
今
は

返
し

て

む

我
が

身
ふ

る

れ

ば

置
き

所
な

し

　

　
（
『

古
今
』

恋
四

儡
）

と

似
た

よ

う

な

情
況
に

成
っ

た

作
で

あ

ろ

う
。

　

と

こ

ろ

で、

磯
足
『

疑
問
』

が、
「

ワ

タ

リ

ニ

ヨ

ル

ト

ハ

、

木
葉
ノ

水
ニ

ナ

ガ

レ

キ

テ

ヨ

ル

由
ノ

詞

ノ

縁
也
」 、

つ

ま

り

「

言

の

葉
」

「

渡
り

」

「

寄
り
」

の

寄
せ

と

説

い

て

い

る
。

こ

れ

は
い

さ

さ

か

無
理

な

理

解
と

言
う
べ

き

だ

が
、

ハ

天
の

河
の
）

「

渡

り
」

に

（

波
が
）

「

返

し
」

「

寄
り

」

と

措
か

れ

た

と

読
む

の

は

可
能
だ

ろ

う
。

「

年

の

渡
り
」

の

語
が

修
辞
上

の

要
め

に

も

な
っ

て

い

る

わ

け
で

、

下
句
の

不

明
瞭
さ

も

『

後
撰
和

歌

集
』

注

釈

井
川
健
司

そ

こ

に

起
因
し

て

い

る

と

考
え

ら

れ

る
。

　
　
　

　
　

　

　
　

　
　
　
　
七

日、

越
後
蔵
人

に

つ

か

は

し

け

る

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

藤
原

敦
忠
朝
臣

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
ロ

　
　

　
　
　
　
　

　
ロ
　り

劉

　
逢

（

ふ
）

事
の

今
夜
過
（

ぎ
）

な

ば

織
女
に

お

と

り

や

し

な

む
こ

ひ

は

ま

さ

り

　
て

［
朱
注
］

　
な

ぬ

か

ひ

に

［
校

異
］

　
 
七

111

七

月

七

日

（
久
片
荒）

な

ぬ

か

の

日

に

（

雲
）

七

夕
（
堀
）

 
越
後
蔵
人
に

1
蔵
人

ノ

モ

ト

ニ

（

片
）

　
 
藤
原
敦
忠
朝
臣
i
敦
忠
朝
臣
（

中
久

雲
片
荒
）

敏
忠
朝
臣
（

堀
）

 
に

ー
の

（

雲
）

［

語
釈
］

　
○

越
後
蔵
人
　
天
徳
四

年
（

九
六

〇
）

内

裏
歌
合
の

右
方

人

に

「

越

後
」

　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
あ　　　へ

（

十
巻

本
。

廿
巻
本
に

は

「

越
後
命
婦
」
）

の

名
が

見
え

る
。

敦
忠
の

卒
し

た

天

慶
六

年
（

九

四

三
）

以

前
女

蔵
人

で、

そ

の

後
命
婦
の

列
に

加
え

ら

れ

た

ら

し
い

が、

そ

の

他
は

不

詳
。

女
蔵
人

は

下
臈
の

女
房
（

『

禁
秘
抄
』

中
、

女

房
）

で、

諸
宴
節
会

の

奉
仕
・

御
膳
供
奉、

殿

上

日

課
の

検
校
・

供
奉、

君
側
の

用
な

ど、

諸
々

の

雑
役

を

務
め

る。

呼
称
に

国

名
を

付
け
る

の

は

中
臈
・

下

臈
の

例
で

あ

る

が、
『

女

房
官

　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　
モ　　　へ

晶
』

に

「

但
馬
・

尾

張
・

美
作
・

越
後
・

備
後
・

加
賀
，

是

等
は

中
ほ

ど

の

国

名

也
」

と

あ
る

。

　
　
○
逢
ふ

事
の

今
夜
過

ぎ
な

ば

　
直
訳
す

れ

ば、
コ

逢
う

機
会
が

今

宵
を

逸
し

て

し

ま
っ

た

ら
L

の

意
で、

非

人
称
を

主

格
化
し

た

叙
法
で

あ

る
。

「

過

ぐ
」

は

肝

腎
な

物
事
に

触
れ

る

こ

と

な

く

通

過
す
る

二

と

（

「

来
べ

き

ほ

ど

時
過
ぎ

ぬ

れ

や
」

『

古
今
』

物
名
挧
）

。

　
　
○
こ

ひ

は

ま

さ
り
て

　
「

吉
野
川

岩

切

り

通

し

行

　
　
　

　

　
　
　
　

　
ヘ
　

　ヘ
　
　ヘ
　
　へ
　

　

も
　

　ヘ
　

　へ

く

水
の

音
に

は

立

て

じ

恋
ひ

は

死

ぬ

と

も
」

（

『

古
今
』

恋
一

魏
）

と

同

じ

く、
「

こ33
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吾
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文

化

学
科
】

第
七

号

　一
九

九

九

年

34

ぴ

ま

さ

り

て
」

に

強

め

の

「

は．「

が

添

え

ら

れ

た

も

の

で

あ

ろ

う
。

想
い

が

叶
わ
ぬ

ゆ、
凡

に

空
し

く

恋
慕
の

情
ば

か

り

が

募
っ

て

ゆ

く

こ

と

を

表
す
が
、

言

葉
の

」

で

は

　

　

　

　

　

ヘ
　　モ　　セ

す

ぐ

前
の

「

お

と

り

や

し

な

む
臨

に

対
置

さ

れ

て

い

る

か
。

門

訳
］

　

　

七

目

に、

越
後
蔵
人

に

遣
っ

た、

　

　

　

も

し
、

今
宵
も

逢・
尺

ず

に

過

ぎ

て

し

ま
っ

た

な
ら
、

年
に
、

夜
だ

け

逢
う

た

　

　

　

な

ぱ

た

に

も、

こ

の・
身

は

劣
る

こ

と

に

な

り

は

し

ま

す

ま

い

か
、

い

た

ず

ら

　

　

　

に

恋

心

を

募
ら

せ

る

ば

か

り

で

ー
…
Q

［

評
］

　

風

流
貴
公

子

と

し

て

令
名
を

馳
せ

た

敦
忠
の
、

華
や

か

な

恋
愛

交
渉
の

一

端

を

小

す
歌
で

あ

る
。

全

体
の

詠
み

ぶ

り

か

ら

す

れ

ぱ、

未
だ

関
係
を

結
ぱ

ぬ

前
の

求

愛
の

歌
で

あ

る

の

は

確
か

だ

が
、

少

し

見
方
を

変
え

る

な

ら、

七

月

七

日

と

い

う

「

折
」

を

捉、
尺

て

の

気
易
い

詠
み

か

け

で
、

あ

な

が

ち
に

切

実
な

内
容
を

読
み

取
る

べ

き

で

な
い

か

も

し

れ

な
い

。

　

因

み

に、
「
織
女

に

お

と

り

や

し

な

む
」

の

条
り

は

女
の

無
情
を

難
じ

た

と

受

け

取
れ

な

い

で

も

な
い

も

の

の
、

　

　

あ

ひ

見
ず
て

ぴ

と

日

も

君
に

な

ら

は

ね

ば

た

な

ぼ

た

よ

り

も

我

ぞ

ま

さ

れ

る

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
（

『

貫
之
集
』
）

　

　

世
々

を

か

け
契
ら

ぬ

仲
の

は

か

な

き

は

た

な

ば

た

つ

め

に

劣
る

な

り

け

り

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

鳥
道
命
阿
闇
利
集
』
）

の

よ

う

な

例
も

あ

る

の

で
、

こ

れ

も

や

は

り

男
で

あ

る

作
者

が

自
身
の

立

場
に

ひ

き

較
べ

て

の

言
と

解
せ

よ

う
。
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